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1　緑区の姿（統計編） 

（1）緑区の将来推計人口 

（2）緑区の人口、世帯数（地区別） 

都市経営局政策課：平成17年1月26日作成 

※　将来推計人口は、コーホート要因法を用いています。コーホートとは同年又は同期間に出生した集団
のことを指し（本推計では年齢5歳階級別）、コーホート要因法とは、集団ごとの時間変化（出生、死亡、
社会移動）を元に人口の変化をとらえる方法です。 
※　この推計は、これまでの人口動向を元に作成したものであり、今後の開発計画や政策による人口変動
要因は、見込んでいません。 
※　都市経営局の出した低位推計、中位推計、高位推計のうち中位推計を使っています。 

※　平成17年3月31日現在の「住民基本台帳・外国人登録原票」に記載された世帯数・人口を町・丁（字
にあたる丁）別に集計したもので、町・丁名は現存するものだけを掲げているため、区の合計世帯数・
人口と，各町・丁ごとの世帯数・人口の合計が一致しないことがあります。 
※　十日市場団地地区については、住居表示が十日市場町の一部にあたるため、新治西部と合計していま
す。また、長津田みなみ台7丁目については、一部新治西部地区に含まれますが、長津田地区として合
計しています。 
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（4）区別65歳以上人口の割合（高齢化率）　 平成17年1月31日現在 

（5）高齢者のみ世帯の割合（区別） 平成17年4月1日現在 
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全国 

市 

緑区 

（6）平均年齢（区別） 平成17年1月31日現在 

（7）合計特殊出生率の推移 

（8）居住期間 平成12年国勢調査：平成12年10月1日現在 
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※　合計特殊出生率は、15歳
から49歳までの女子の年齢
別出生率(出生数/女子人口)
を合計したもので、一人の女
子が一生の間に産む平均児数
(男＋女)を示します。 

※　国、横浜市の値は、各歳人
口からの算出、区の値は、5
歳階級別人口を使用して算出
した参考数値です。国の値に
ついては、厚生労働省による
算出、横浜市、緑区の値は、
横浜市で独自で算出したもの
です。 
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1年未満 

1年以上5年未満 
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10年以上20年未満 
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17.8％ 22.1％ 14.9％ 24.7％ 9.5％ 9.5％ 

18.7％ 19.1％ 14.9％ 26.1％ 10.4％ 9.1％ 
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★地区の特性 

人口や年齢構成、地形などから見た地域の特徴について、主なものを記載しています。 
なお、施設等の数については、平成17年12月現在の数を記載しています。 

＜地区データ＞ 面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

年齢3区分別人口 割　合 

2　地区別意見交換会の結果 
ここでは、次のような内容で、11地区についてまとめました。

地区別意見交換会とは？

第1回

各連合自治会エリアで開催し、地区ごとに地域のいろんな人が集まり、生活圏内での取

り組みに結びつけていくため、オープン参加で意見交換を実施しました。平成16年度

に第1回・第2回を実施し、平成17年度、第3回として次のようなテーマで行いました。

地区データの数値については、次のものを使用しています。 
　① 面積：H17.1.31現在（出典；緑ポケット統計） 
　② 平均年齢〔各町・丁の平均年齢を平均したもの〕 
　③ 人口、④ 世帯数、⑤ 年齢3区分人口割合 

地域の現状把握と課題の掘り起こし。 
生活の中での課題、地域の様子、地域の中で
行われていることを出し合い、整理しました。 

第3回

中間案について、計画の骨子（理念、基本目標、小目標）の策定までの流れや内容につい
ての説明をうけ、計画策定に対する理解を深めると共に、地域における具体的な取り組み
について意見を出し合いました。 

＊参加した一人ひとりが、できるだけ多く意見を出し合えるように、7～8人のグループにわかれて、
意見交換をしました。その際に、出席者全員が発言する、意見を押し付けない、他人の意見を批判し
ない、時間を守る、要望ではなく解決策を考えるといったルールをもとに、全員参加で行いました。 

グループでの意見交換のため、多くの方からたくさんの意見が出されましたが、紙面の都合上、主な
意見として一部を掲載しています。ご了承下さい。 

第1回・第2回の地区別意見交換会や分野別グループインタビュー等で出され
た様々な課題や、アイデアを元に、策定委員会で検討を重ね、5つの基本目
標と15の小目標・取組み方針を骨子とした計画中間案を作成しました。 

第２回

1回目で話し合われた内容を振り返り、1回
目に出された現状・課題をもとに、解決策や
自分たちができるアイデアを出し合いました。 

各地区の3回の意見交換会の日時、場所、参加人数を表にまとめました。 

各地区の意見交換会で出された意見をまとめました。 

　② ③ ④ ⑤ はH17.3.31現在（出典；年齢別町別人口：「住民基本台帳・外国人
登録原票」に記載された世帯数・年齢別人口を町・丁別に集計したもの） 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 
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1 東 本 郷 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

東本郷地域ケアプラザ 

参加人数 

50人 

42人 

33人 

平成 16年 9月 25日 （土） 13：30～ 

平成 16年 10月 2日 （土） 13：30～ 

平成 17年 9月 10日 （土） 10：00～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

2,040人 

9,167人 

2,373人 

15.0％ 

67.5％ 

17.5％ 

割　合 約1.2 

13,580 

5,440 

41.3

♪人と人とがつながる街「ヒガホン」（＊ヒガホンとは東本郷の略称です） 
 
♪中高生と触れ合う場面が少ない（運動会・盆踊りなど機会が少ない） 
♪老人会・子供会・学校などとのタイアップ行事（清掃活動など）を行い、世代交流を図る。 
　親が送迎できない障がい者への対応がない。 
♪送迎や余暇支援活動へのボランティア参加を呼びかける。送迎のためのミニバス運行を早期実現し
たい。 
 
♪地域活動やボランティア活動の拠点、情報交換の場がない。 
♪自治会や老人会、子ども会での実践例について情報交換できる場を作る。 
♪地域の情報が身近に得られない。 
♪東本郷全体で情報を共有できるようなタウン誌を作る。 
 
♪地域情報はボランティア等の福祉活動の他に、公園での散歩や体操、愛犬グループ等のつき合いや
同好会で得ることも多いため、それらのネットワークもうまく利用する。 
♪災害時のひとり暮らし高齢者への対応が心配。 
♪緊急時の高齢者対策として、地域ケアプラザの支援センターを拠点とした、より身近な人が助けに
行けるチームを作るなどシステムを確立する。 

　東本郷地区は、緑区の東端に位置し、東側は港北区、南側は神奈川区、北側は都筑区に
隣接している。北側には平野が広がり一部は農地となっている。南側は台地となっており、
昭和54年頃からの計画的な宅地開発により戸建て、集合住宅の集まる住宅地となっている。
人口は区内11地区の中間位で、0～14歳人口割合は区内平均をややうわまわり、65歳以
上人口割合も区内平均をうわまわっている。 

意見交換会は、次の
日程で開催され、延
べ125人の地区の方
が出席しました。 
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2 鴨 居 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

鴨居会館 

参加人数 

56人 

43人 

40人 

平成 16年 7月 24日 （土） 19：00～ 

平成 16年 8月 28日 （土） 19：00～ 

平成 17年 10月 1日 （土） 19：00～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

2,223人 

11,210人 

2,046人 

14.4％ 

72.4％ 

13.2％ 

割　合 約1.89 

15,479 

6,422 

40.4

♪「住みよい街をめざして。今動く、鴨居」 
 
♪4丁目ではあいさつ運動を実施している。 
♪ボランティアの高齢化と若い担い手が育成されておらず、ボランティアが少ない。 
♪福祉まつり等の各種行事で募集コーナーを設け、ボランティアの宣伝をすると良い。 
♪中・高校生のボランティアへの参加時には、子どもたちの意見を尊重し、見守っていくことも必要。 
♪幼児期から障がい児・者と触れ合う機会をつくり、自然に接することができるようにする。 
 
♪学校の授業の一環として、生徒と先生が障がい児・者と接点を持つ取組みを行う。 
♪青少年の健全育成・子育て支援が必要。 
♪青少年への声かけを活発にし、子どもたちに地域に何を望むのかを聞く機会を設ける。 
♪鴨居おやじの会で月1回鴨居小学校の児童を対象に、バレーボールチーム等をつくって活動している。 
 
♪オープンスペースで人の集まることのできる場所をたくさん作る。 
♪ボーイスカウトの訓練所・広場を子ども会、夏休み期間のラジオ体操の場に開放している。 
♪老人会のグランドゴルフに子ども会から参加してもらい交流している。 
♪子どもたち(中高生を含む)が放課後安全に遊べる場所、地域での居場所が必要。 
 
♪世代を問わない集会づくりをする。テーマを事前にPRし、学校等を利用して定期的に集まれるよう
にすると良い。 
♪鴨居第4地区では、自治会のホームページを開設し、自治会行事、予定等を公開している。 
♪ひとり暮らしの高齢者などの安否確認が難しい。 
♪自治会と民生委員が中心になって要援護者の調査をし、「お助けマップ」を作成する。 

　鴨居地区は、区の東側に位置し、北側に鶴見川を挟んで都筑区、南側は神奈川区に隣接
しており、南北に長い地区です。地区北側には鴨居駅があり、駅を中心に商店街、医療機
関が密集しており、南側には丘陵状に住宅地が広がっている。 
　障がい者の地域作業所、通所施設など10箇所の施設があり、福祉関係施設が区の中で
は比較的多い。65歳以上人口の割合は、区の14.7％に比べ比較的低い。 

意見交換会は以下の
日程で開催され、延
べ139人の地区の方
が出席しました。 
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地区別意見交換会の結果 

回数 日  時 場  所 参加人数 

第 1 回 平成 16 年 8 月 7 日（土） 13：30～ 28 人 

第 2 回 平成 16 年 9 月 11 日（土）13：30～ 32 人 

第 3 回 平成 17 年 10 月 15 日（土）10：00～ 

竹山小学校 

コミュニティ 

ハウス 31 人 

竹山地区は、区の南側に位置し、南側は保土ケ谷区に隣接している。 

昭和４０年代に開発された、集合住宅（竹山団地）が中心の丘陵地にある住宅地で、竹山中公園、

竹山南公園等近隣公園や緑地などが整備されている。 

知的障がい者の地域作業所が２か所ある。また、隣接の保土ケ谷区にも施設が比較的多い。 

65 歳以上人口割合は、区内では比較的高く、また、平均年齢も区内で一番高い。 

♪♪♪♪みんなでつくろうみんなでつくろうみんなでつくろうみんなでつくろう、、、、誰誰誰誰もがもがもがもが「「「「安心安心安心安心」」」」してくらせるしてくらせるしてくらせるしてくらせる「「「「竹山竹山竹山竹山」」」」    

♪登下校時のパトロールの成果か、あいさつが少し出来るようになってきている。 

♪子どもや高齢者が交流したり、若い人、親子で地域の活動に参加できる魅力的な工夫が必要。 
♪ボランティアの横のつながりが少ない。 
♪自治会、ＰＴＡ等で活動中の人を活かし、ボランティア、リーダーの育成活動が必要。 
♪リタイア組の元気な男性が防犯パトロール等に積極的に参加すれば知り合えるし次の行事にもつ

ながる。（三丁目自治会では、登下校時のパトロールをリタイア組男性が参加し、実施中。） 
 
♪困ったときの身近な地域での相談先がわかるよう周知が必要。 
♪小学校を利用して、子どもと大人の垣根を越えた世代間の交流の機会を持つ。 
♪保育園児の見守りから、いろいろなつながりができてきている。親ともつながりができる。 
♪元気なうちからのネットワークづくりが大切。 
♪地域作業所での交流、企業、病院の会議室や地域にあるＮＰＯ法人等の場所を活用できないか。    
 
♪竹山の数多くある公園を活かして子どもも大人も遊べるプレーパークを設置する。    
♪竹山には、場はたくさんある。ＰＲをし、情報が伝わることが大切。    
♪階段での情報交換が、協力連携、災害時への備えにつながる。    
♪今回のような意見交換の場を今後も設けるとよい、新たな情報を知ることができた。 
♪独居高齢者が増加し、孤立化、閉じこもりが心配。把握が難しく安否確認の仕組み作りが必要。    
 
♪防災訓練では、小さな子どもを持つ人や、お年寄りがいる家庭のことを考えた訓練を行う。 
♪長期間出かけるときには近隣に声をかけて、緊急連絡先を伝えるなど、近隣での見守りをする。 
♪保健活動推進員会で「誰にでもやさしい健康体操」を実施している。 
♪自治会で、「口腔ケア週間」など、みんなで目標を持って健康づくりをしていけるとよい。 

３ 竹 山 地 区 

面積面積面積面積    約約約約 0.530.530.530.53ｋ㎡ｋ㎡ｋ㎡ｋ㎡    年齢年齢年齢年齢 3333 区分別人口区分別人口区分別人口区分別人口    割合割合割合割合    

人口人口人口人口    8,28,28,28,287878787 人人人人    0000～～～～14141414 歳人口歳人口歳人口歳人口    899899899899 人人人人    10.810.810.810.8％％％％    

世帯数世帯数世帯数世帯数    3,23,23,23,208080808 世帯世帯世帯世帯    15151515～～～～64646464 歳人口歳人口歳人口歳人口    5,8445,8445,8445,844 人人人人    70.570.570.570.5％％％％    

平均年齢平均年齢平均年齢平均年齢    44.744.744.744.7 歳歳歳歳    65656565 歳以上人口歳以上人口歳以上人口歳以上人口    1,5441,5441,5441,544 人人人人    18.618.618.618.6％％％％    
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4 白 山 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

白山地区センター 

参加人数 

44人 

45人 

40人 

平成 16年 9月 4日 （土） 10：00～ 

平成 16年 9月 18日 （土） 10：00～ 

平成 17年 9月 3日 （土） 10：00～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

1,561人 

7,255人 

1,151人 

15.7％ 

72.8％ 

11.5％ 

割　合 約1.09 

9,967 

3,778 

39.6

♪まずは住民が顔見知りなるよう声を掛け合おう「ハロー白山」 
 
♪地域の子どもとのふれあいがなくなり、他人の子どもに声をかけたり注意したりすることがすくな
くなってきている。 
♪地域で遊んでいる子どもに大人から率先して声をかける。 
♪閉じこもりの高齢者が災害時安全に避難できるか心配である。 
♪災害時のために本人の了解を得た上で、災害時用の名簿をマンション等で作る。 
 
♪ひとり暮らし高齢者、身体の不自由な人、認知症の人でゴミ出しが困難な人がいる。 
♪ひとり暮らしの高齢者でゴミを定刻に玄関に出してもらい、安否確認も含めて近隣の人が集積所に
運ぶ。 
♪「自治会の活動がわからない」「地域にどんな団体があってどんな活動をしているかわからない」
という人がいる。 
♪地域での交流が少なく、引きこもりがちな高齢者がいる。 
 
♪高齢者の得意な昔遊び・野菜づくり等を生かした子どもとの交流の場を企画する。 
♪地域で活動しているいろいろな会が集まり、お互いに話し合いができ、横のつながりもてる機会を
つくる。地域の活動を紹介できる場になるとよい。 
♪道路整備が悪く、迷惑駐車等で歩行等が困難です。駅前の交通渋滞の改善をしたい。 
♪違法駐車等について、人の声ではなく地域住民の声として挙げていく。 
♪今回のようなオープンな話し合いの場を今後も続けていきたい。 

　白山地区は、緑区の東方に位置しており、南は旭区、北側は都筑区に隣接している。北
側には鶴見川が流れている。横浜線沿いの地区西側には白山ハイテクパーク（産業団地）、
市営バス車庫、東側には高層のマンションが建っている。道路沿いに企業、商業施設、医
療機関が並ぶ。また、南側に向かって丘陵状になっており、計画的に整備された戸建中心
の閑静な住宅地が広がっている。　 
　公共施設が比較的少ない地区である。 

意見交換会は左記の
日程で開催され、延
べ129人の地区の方
が出席しました。 



－59－

5 新 治 中 部 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

中山町会館 

参加人数 

58人 

42人 

55人 

平成 16年 8月 28日 （土） 13：30～ 

平成 16年 9月 10日 （金） 19：00～ 

平成 17年 9月 3日 （土） 13：30～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

4,417人 

21,058人 

4,278人 

14.8％ 

70.8％ 

14.4％ 

割　合 約3.63 

29,753 

12,456 

38.7

♪声かけで広げよう町づくりの輪 
 
♪住民相互の交流や情報交換が薄くなってきている。 
♪近所との会話や挨拶を積極的に行う。相手に聞こえるように大きな声でこちらから先にあいさつを
する。 
♪高齢者のひとり暮らしの人のゴミ出しの援助が必要。閉じこもりも心配。 
♪援助できること、援助して欲しいことの情報交換をする。 
 
♪気軽に運動できる場所がない。 
♪高齢者や青少年が気軽に立ち寄れる場所がない。 
♪誰でも気軽に立ち寄れるよう公民館、学校の校庭などを活用する。スポーツ、運動、パソコンやゲ
ームのボランティアを募る。 
♪中高生が気軽に立ち寄れる場所があって、それをサポートするボランティアのネットワーク作りを
進める。 
 
♪地域の行事や活動について、必要な情報がきちんと伝わっていない。 
♪自治会加入のお誘い、自治会がどんなものか知ってもらうＰＲなど、自治会や行事ついて広報活動
に力を入れる。 
♪回覧板は顔を合わせて手渡しする。挨拶もできるし、情報交換もできる。 
♪犯罪が増えてきたので心配。ひとり暮らしの人の防犯が心配。 
♪両隣顔見知りになっていれば災害時も安心。 

　新治中部地区は、明治41年横浜線開通と同時に中山駅が開業し、駅周辺に市街地が形
成された。現在も中山駅を中心に緑区総合庁舎や警察署などの行政機関、福祉保健施設が
あり、駅前には商店街などの商業施設がある。また現在横浜環状鉄道中山～日吉間（高速
鉄道4号線）の整備が進められている。一方、南側には県立四季の森公園や長坂谷公園が
あり緑豊かな環境となっているが、周辺の住宅地は道路が狭く通行しにくい状況がある。 

意見交換会は左記の
日程で開催され、延
べ155人の地区の方
が出席しました。 
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6 山 下 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

山下地域 
交流センター 

参加人数 

31人 

28人 

32人 

平成 16年 7月 31日 （土） 10：00～ 

平成 16年 8月 7日 （土） 10：00～ 

平成 17年 9月 17日 （土） 10：00～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

2,689人 

11,243人 

2,874人 

16.0％ 

66.9％ 

17.1％ 

割　合 約3.59 

16,806 

6,885 

40.8

♪山下は誰もが支えあいの仲間 
 
♪近所付き合いを中心とした横のつながりが希薄になっている。 
♪地域内の組織や団体の横のつながりが少ない。 
♪自治会の作業量を低減させ、地域活動に参加しやすいイメージをつくる。 
♪自治会で積極的に希望者を募り、お茶飲み会など、趣味を活かした地域のグループ作りをするとよい。 
 
♪山下地区は施設が多いので、地域の人が参加できるイベントがあると良い。 
♪地域の情報・人材などを把握できるリーダーをつくる。 
♪元気な高齢者が気軽に集まれる場所がない。 
♪青少年のマナーが悪い。地域の中の青少年の居場所がない。 
 
♪中高生の居場所、しゃべり場を地域の中につくる。 
♪地域交流センターの活用。部屋割り等を使いやすく変更してはどうか。 
♪自治会館・公園・野外などを利用して高齢者と子どもが自然に交流できる機会（イベント）を持つ。
（例；テーマを設けて話す。遊びの交換会、経験談披露、バザー、工作教室など） 
♪身近な場を提供するよりも場があることを情報発信する。 
 
♪困ったときの情報提供できる家に案内板を設置する。（「子ども110番」の万人向けのもの） 
♪ひとり暮らし高齢者の緊急時の対応・安否確認が難しい。 
♪自治会で災害弱者のための救援組織を結成する。 
♪自治会でもこのような意見交換の場を持ち、多くの人の意見を聞き、自治会でできることを一つず
つでも良いから行動に移していく。 

　山下地区は、区の北側、恩田川と鶴見川にほぼ挟まれた形で東西に長く位置し、北西側
は青葉区、北側は都筑区に隣接している。市街化調整区域が多い田園地帯で、丘陵地に市
営住宅や戸建の住宅が並んでいる。 
　0～14歳人口割合、65歳以上人口割合ともに区全体と比較して高く、平成16年度に新
たに小学校が開校するなど学童の増加が見られる。逆に15～64歳人口は区内では低い方
となっている。 
　特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、高齢者グループホームなど入所型の施設や福
祉施設が多い。 

意見交換会は左記の
日程で開催され、延
べ91人の地区の方
が出席しました。 
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7 三 保 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

三保自治会館 

参加人数 

26人 

24人 

13人 

平成 16年 8月 28日 （土） 10：00～ 

平成 16年 9月 25日 （土） 10：00～ 

平成 17年 10月 15日 （土） 10：00～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

2,191人 

9,150人 

1,481人 

17.1％ 

71.4％ 

11.5％ 

割　合 約3.22 

12,822 

4,872 

38.3

♪三保町はつなぐ、つながる大家族 
 
♪住民自身が地域活動の状況を把握していない。なかなか情報が伝わらない。 
♪地域の活動に関心のない人が多い。 
♪町のホームページや情報タウン誌を作って情報提供を行い、参加を呼びかける。 
♪住民自身も、地域の行事に、興味を持って、情報を得て参加することが大切ではないか？（地域で
やっていることを知る努力をしよう。） 
♪世代間で知り合うきっかけがなく、交流の場も少ない。 
 
♪子どもから高齢者までが“参加できるもの”を作ったり、伝統的な遊びなどを一緒に行う。 
♪学校が、子どもたちのために地域やＰＴＡに呼びかけて、学校祭りなど考えてくれると連携しやす
い。そのためには地域から声をあげることも必要。 
♪近所どうしのつきあいが少なくなっている。 
♪まず、自分から近所に、気軽に声かけ、挨拶する。 
♪回覧板をご近所に渡すときは、必ず、手渡しする。（顔の見える関係づくりが大切。） 
 
♪災害時などお年寄りや、障がい者の手助けは誰がするのか。 
♪高齢者・障がい者をサポートするボランティア活動を行うために、自治会の協力を得る。 
♪ひとり暮らし高齢者や障がい者を救うシステム作り。宮根団地でたたき台作りの予定。 
♪保健活動推進員や地域住民から、民生委員へ情報提供を行い、繋がって行くことが必要。 

　三保地区は、区の中央に位置し、南側は旭区に隣接している。 
　北側約半分には、いくつかの集合住宅と既存の住宅など住宅地が広がっているが、南側
は「三保市民の森」等、広大な緑地が残されている。 
　ここ数年で開発が進み、北側の住宅が増え、0～14歳人口は増加傾向にあり、0～14歳
人口の割合は区内で1番多い。特別養護老人ホームが区内5か所中3か所と集中しているが、
医療機関等、その他の公共施設は比較的多くない。 

意見交換会は左記の
日程で開催され、延
べ63人の地区の方
が出席しました。 
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8 新 治 西 部 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

十日市場地域ケアプラザ 

参加人数 

30人 

19人 

10人 

平成 16年 8月 1日 （日） 13：30～ 

平成 16年 8月 22日 （日） 13：00～ 

平成 17年 10月 8日 （土） 14：00～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

2,616人 

11,380人 

2,897人 

15.5％ 

67.4％ 

17.1％ 

割　合 約2.89 

16.893 

7,573 

39.4

♪世代を超えてみんなが集まるまち　新治西部 
 
♪地域の住民と顔を合わせる機会が少なく、関係が極端に薄い。 
♪障がい者、施設と地域の普段からの交流が少ない。 
♪共有の小さな場の掃除や草取り会など行って、知り合いづくりをする。 
♪自分たちのグループやサロンに年に1回地域の他のグループを招く。 
 
♪社協などが中心になって異世代の出会いの場や障がい者と元気な人との出会いの場をつくる。大き
く一つでなく、少人数でも数多く。 
♪個人情報保護が過剰になっている。個人を尊重することが、かえって干渉しないことにつながって
しまった。 
♪各自治会で、住民に、災害時にどのような手助けが必要なのかについてのアンケートをする。 
♪空き巣の被害が多い。「まちの防犯」は地元の住民が注意することも必要。 
 
♪介護保険外の部分を対象とするボランティア団体やＮＰＯの情報をケアマネジャーや在宅介護支援
センターが把握して伝えていく。 
♪ボランティアなど、できる、できないよりも担い手がいなくなってしまうことが心配。今の参加者
は高齢者が中心なので、次の担い手を探していきたい。 
♪地域活動の中で、お父さんの活用法を考える。 
♪定年者の地域への仲間入りを勧める。 
♪食の安全を確保するために、地元の野菜を食べよう。 

　新治西部地区は、区の西北に位置し、北は恩田川を境に青葉区に隣接しており、新治町、
十日市場町の一部（十日市場団地地区を除く）、長津田みなみ台7丁目の一部で連合自治
会を形成している。 
　十日市場駅南側を中心に商業施設、医療機関、マンション、アパートを中心とした住宅
が密集しているが、横浜線北側や新治町には、農地や新治市民の森など緑地も多く残され
ている。0～14歳人口割合が比較的高く保育施設が多い。 
　駅周辺に公共施設が多く、また、十日市場駅は近隣地区の高校、大学等教育施設の学生
が通学に多く利用している。 

意見交換会は左記の
日程で開催され、延
べ59人の地区の方
が出席しました。 

※新治西部地区の面積、人口、世帯数等の数値は、十日市場団地地区分を含む、概算値です。長津田み 
　なみ台7丁目については、一部新治西部地区には入っていますが、長津田地区にカウントしています。 
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9 十日市場団地地区 
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

十日市場ヒルタウン 
第7街区集会所 

参加人数 

49人 

43人 

50人 

平成 16年 10月 16日 （土） 10：00～ 

平成 16年 11月 6日 （土） 10：00～ 

平成 17年 9月 10日 （土） 10：00～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

割　合  

約6,178 

約2,200

♪一声運動から始まる支えあいヒルタウン 
 
♪近所とのつきあいがなく、地域でのふれあいがなくなった。　　　　 
♪地域での積極的なあいさつをすすめる。　　　　　　　　　　　　　 
♪公団住宅には自治会等がなく、市営住宅との接点がない。　　　　 
♪近隣のコミュニケーションが必要。月１回の掃除には参加する。 
♪新しい入居者や高齢者等の近所の人に声かけする。新旧住民の交流が必要。 
 
♪回覧板や自治会費は手渡しにする。 
♪地域行事は日曜日に開催し、あきらめないで新住民を何度も誘う。 
♪地域での積極的なあいさつ・声かけ 
♪核家族化で子育ての相談をする相手が不足している 
♪ひとり暮らし高齢者や要援護高齢者の把握が難しい。引きこもりの高齢者がいる。 
 
♪ボランティアの人材不足。地域活動に若手を引っ張り出す。 
♪集会所の利用料を安くして、多くの住民の交流の場とする。 
♪老人会と子ども会の交流の場を設ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
♪ケアプラザの相談窓口の強化。掲示板の積極的活用。 
 
♪団地は人口が多いので綿密な災害対策が必要。　　　　　　　　 
♪防災訓練の回数が少ないので、避難具の使い方を覚えられない。 
♪子どもたちが安心して遊べる場所が少ない。　　　　　　　　　 
♪ケアプラザの相談窓口の強化。 

　十日市場団地地区は、昭和34年から39年にかけて建てられた市営十日市場住宅を中心
とした地区。建物の老朽化に伴い、平成3年から全面的な建替えを実施中で、高層化によ
り人口も増加傾向にある。最終的には、十日市場ヒルタウンとして、人口1万人、市営
2300戸、公団750戸、公社300戸の計画で中高層住宅が建設されている。ヒルタウンの
名称のごとく、丘陵状の地形に計画的に整備されている。団地内には商業施設、医療施設
等の施設は比較的少ない。 
　連合自治会としては、現在のところ市営住宅の自治会だけで組織されている。 
　平成17年の概算値では、65歳以上人口割合は、11地区のなかで特に高い。 

意見交換会は左記の
日程で開催され、延
べ142人の地区の方
が出席しました。 

※十日市場団地地区については、十日市場町の一部が入っており、住民基本台帳からの人口、世帯数等 
　の正確な算出が困難なため、平成17年10月24日時点での手集計による推定概算値となっています。 

907人 

3,531人 

1,740人 

14.7％ 

57.1％ 

28.2％ 
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10 霧 が 丘 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

霧が丘第3小学校 

参加人数 

41人 

29人 

38人 

平成 16年 8月 1日 （土） 10：00～ 

平成 16年 9月 12日 （金） 10：00～ 

平成 17年 9月 3日 （土） 10：00～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

1,557人 

9,379人 

1,463人 

12.6％ 

75.6％ 

11.8％ 

割　合 約1.14 

12,399 

4,538 

40.3

♪いつまでも住み続けたい町に 
 
♪あいさつのできる人間関係、世代間交流が必要。あいさつ運動の推進。 
♪体験豊富な退職者世代のマンパワーの発揮。霧が丘にシルバー人材センターを作る。 
♪気軽に参加できる地域活動を作り、地域のつながりを強化する。 
♪老人クラブ活動の見直し。元気高齢者にもパトロール、掃除、知恵袋等の役割を。 
 
♪地域の常設の住民の交流の場が必要。 
♪ログハウスの一部を解放し、近所の高齢者等が集まれる場を提供する。 
♪高齢者や障がい者が気軽に参加できる行事や情報が少なく、高齢者などが孤立しがち。 
♪高齢者などがどこに住んでいるか把握し、お互いに知り合う。 
 
♪歩ける範囲に、よろず相談場所、サロンなどをつくる。 
♪福祉活動が様々あるが、なかなか周知されていない。 
♪区全体に加え、地区単位のボランティア情報があると良い。 
♪学校の空き教室、地域の空きビルや施設、団地の集会所等を活用する。 
 
♪防災に関する支援体制を、誰がどのようにやるのかを明確にしていく。 
♪災害弱者となる対象者自らが、近隣に積極的に声かけしていく必要がある。 
♪防犯パトロールについてホームページ、メーリングリストを活用し地域の情報交換を行う。 
♪老人会活動は、健康のため、生き甲斐として取り組めるようにする。 

　霧が丘地区は、区の西方に位置し、南側は旭区に接している。面積が区の中では比較的
小さい。昭和40年に開発された比較的新しい街で、計画的に整備され、街区もわかりや
すく、歩行者専用道路(通称赤の道)がある。面積の割には、診療所が比較的多い。西側に
環状4号線道路が南北に貫き、道路沿いに飲食店等の商業施設が多い。若葉台団地とJR十
日市場駅、田園都市線青葉台駅を結ぶ経由地となっており、バス便が多い。 
　65歳以上人口割合は区内では比較的低く、15～64歳人口割合が区内で一番多いが、0
～14歳人口は減少しており、平成18年に3つの小学校の統廃合が予定されている。 

意見交換会は左記の
日程で開催され、延
べ108人の地区の方
が出席しました。 
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11 長 津 田 地 区  
地区別意見交換会の結果 

★地区の特性 

★意見交換会の開催状況 

★意見交換会での主な意見 

面　　積 

人口総数 

世 帯 数 

平均年齢 

第1回  

第2回  

第3回  

回数 日　　時 場　　所 

田奈農協センター 

長津田スカイハイツ 
第2集会所 

参加人数 

24人 

24人 

49人 

平成 16年 10月 19日 （火） 13：30～ 

平成 16年 10月 29日 （金） 13：30～ 

平成 17年 9月 3日 （土） 13：30～ 

年齢3区分別人口 

0～14歳人口 

 15～64歳人口 

 65歳以上人口 

4,996人 

23,706人 

4,860人 

14.9％ 

70.6％ 

14.5％ 

割　合 約6.27 

33,562 

14,368 

38.0

♪みんなできづこうホッと!な街 
 
♪住民の方々の交流が希薄になってきている。 
♪障がいのある方やその家族が、地域とのつながりを持つのが難しい。お互いに顔がわからないので、
孤立してしまう。 
♪地域とのふれあいがなくなり、他人の子どもに声をかけたり注意したりすることが少なくなってき
ている。 
♪近所のつながりが大事で、一人住まいの人など、今日も元気にしているかな、とちょっと気にかけ
るようにする。連絡網を作った方がいる。 
 
♪障がいを理解するための講座を開催する。 
♪自治会などで、障がい者も参加できる行事をたくさん行う。 
♪学校でのＰＴＡ活動の中に、子どもと一緒に参加できるボランティア講座や活動を入れてはどうか。 
♪若いお父さんたちを巻き込んで、「おやじの会」を設立する。地域行事への参加や、子ども対象の
行事の企画運営などを行う。 
 
♪近所のつきあいのない人も含め集まり、話し合う場づくりをする。 
♪防犯への意識と治安対策が不十分で安心して暮らせない。 
♪空き巣やひったくり、オレオレ詐欺などの被害状況を掲示板や回覧板などで明らかにする。 
♪自治会や商店街単位でまちをパトロールする。 
♪災害時の危険箇所の周知を徹底させる。 

　長津田地区は、区の最西端・最北端に位置し、南北に広い地区である。西は東京都町田
市、北は青葉区、南は瀬谷区、南東は旭区に接している。区内で最も広く、人口、世帯数
とも最大となっている。 
　古くから宿場町で長津田駅を中心として住宅地が広がっているが、周辺の道路は比較的
狭あいで、商店街はあるが、利便性の高い商業施設が少なかった。ここ数年、地区の東西
を貫いている国道246号線東側、長津田みなみ台の大規模開発に伴い、大型商業施設、大
規模マンション等が増加し、転入人口の増加が予測される。駅周辺に保育施設が多い。 

意見交換会は以下の
日程で開催され、延
べ97人の地区の方
が出席しました。 
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地域との交流が希薄

・近所との交流が全くない人がいる。 
・2、3軒隣の奥さんのことは知っていても、それ以外の人のことは知らない、男性同士
になると全く知らないという地域の状況がある。 
・地域での活動団体同士などの横のつながりが希薄である。 

地域活動を支える担い手が不足している

・ボランティアが固定化、高齢化し、新しい担い手が確保できない。 
・元気な高齢者を組織化し、もっと活躍することができないか。 
・介護保険制度では対応できないような、制度のはざまの部分で支援が必要な人の問題
について地域での語り合いができるとよいのだが。 

地域での活動の場が少ない

・地区センターなどが遠い地域があり、自立高齢者が集いにくい。 
・元気な高齢者が気軽に出かけられる場がない。 
・活動をするための事務局とする場所がない。 

必要な情報が十分に伝わっていない

・介護保険制度がわかりづらい。 
・いろいろな活動団体があるが、その活動について知られていない。 
・回覧などは読みづらいとは思うが、行政からの情報も含め、読む姿勢を持つことが大
切である。 

安全で安心して健康に暮らすために

・坂が多く、エレベーターがない、交通が不便など、高齢者が外出しにくい環境の地域
がある。 
・道路に休憩用の椅子があると休憩しながら歩けるのではないか。 
・将来介護を受けないようにするための予防的な取り組みができていない。 

対 象 者 ・ 団 体

参 加 者 数

地域ケアプラザ（在宅介護支援）職員、元気な高齢者 
ケアマネージャーなど 

11人 

3　分野別・団体別インタビュー結果 

1 高齢分野 
分野別・団体別インタビュー結果 
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地域でのつながり、関わり合いの持ち方

対 象 者 ・ 団 体

参 加 者 数

乳幼児子育て中の保護者、子育て先輩世代、子育てネットワーク、 
子ども会など 

・子ども会へは小学生にならないと参加できないが、それ以前の就園前から地域とのつ
ながりが欲しい。 
・子育て中の保護者と自治会との情報交換やつながりが必要。 
・昔から受け継がれている食や遊びに関する知識の伝達が必要。 
・身近な子育て中の人への声かけが大切。声かけやあいさつを繰り返す中で信頼関係が
作れるのではないか？ 

子育てを支援する人材の必要性

・子育て支援の担い手と受け手をつなぐ仲介役が必要。 
・身近に気軽に相談できる人がいない。 
・子ども会運営の担い手が少ない。 
・プレイルームなどに高齢者の方が見守りで参加してもらえると交流が生まれ易い。 

子どもの遊び場や親同士が集まれる機会や場が欲しい

・年齢の異なる子ども同士が遊べる場があると良い。 
・母親のリフレッシュのためにも母親同士の集まる機会が必要である。 
・父親の参加できるサークルや場があると、父親の子育てへの参加にもつながり良い。 
・子ども連れで参加できる趣味のサークルやスクールがあると良い。 

情報受信、発信がしにくい

・活動できる施設や場の情報提供をお願いしたい。 
・活動情報を発信したくても自由に掲示したり、配布できる場が少ない。スーパーやフ
ァミリーレストランに掲示できないだろうか？ 

子ども連れで出かけにくい

・ベビーベッドや授乳室の設備がある公共施設が少なく、使いづらい。 
・狭い歩道をベビーカーを押して歩いていると邪魔者扱いされることがある。 

23人 

2 子ども家庭分野 
分野別・団体別インタビュー結果 
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地域や施設、団体間のつながりが薄い

対 象 者 ・ 団 体

参 加 者 数

緑区福祉を考える会(障害児・者関係者)、身体・知的障がい者関係福 
祉施設職員4施設、地域作業所職員6施設、区社協NPO連絡会4団体、
障がい児余暇支援グループ8団体、緑ふれあいの会(神経系難病患者と
家族の会)

・親同士、団体同士の障がいの種類をこえた交流や学校、施設間の交流が必要。 
・本人が通う療育機関、養護学校が居住地域内にあるとは限らないため、居住地域との
つながりが薄くなってしまう。 
・障がい児・者と地域の人が共に参加できる場、年齢に応じて参加できるようなイベン
トがあると良い。 

ボランティアの担い手不足

・障がい児・者の援助には専門的な知識や理解が必要であり、一人ひとりに合わせた対
応が必要だが、それらを学んだり、経験したりする機会がないため、ボランティアが
定着しにくい。 
・若いボランティアが不足している。大学の掲示板での募集やボランティア自身も楽し
めるような内容の工夫が必要。 
・ボランティア同士をつなげる活動、交流が必要。 

災害時の対策や安心して外出できる環境の問題

・視覚、聴覚障がい児・者などは災害時に情報を得ることが難しい。事前に情報を伝え
る仕組みができていると良い。 
・通学にはガイドヘルパー制度が対応できないため、通学を担う組織や民間送迎バスの
活用が必要。 
・点字ブロックにものが置いてあることがあり危険である。 

104人 

3 身体・知的障がい分野 
分野別・団体別インタビュー結果 
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心のバリアフリー

対 象 者 ・ 団 体

参 加 者 数

みどり会（精神障害者家族会）　精神障害者地域作業所通所者及び職
員　精神保健福祉関係機関連絡会（生活支援センター事業検討部会） 

・障がい者や家族は、地域の人にどう思われているか気になる。他の人が働いている時
間帯などは外出しにくい。 
・障がいへの理解を得るためには、障がい者は自分のことを相手に伝え、自分から心を
開いていくことが大切。 
・地域の人は、施設や作業所等で障がい者と一緒に作業するなど、身近に経験できると
よい。 
・学校教育の場に、精神疾患、精神障がいに対する普及啓発を行ってほしい。 

ボランティアについて

・ボランティアは女性が多く、昼の活動（16時ごろまで）が中心となってしまい、夜間
に活動できる人が少ない。 
・ボランティアとしては、どう手を貸してほしいのか、どこからは手を貸さないでほし
いのかということがわからない。 
・ボランティア講座に参加しても一人ではなかなかボランティア活動につながりにくい。 
・ボランティアが入りやすいシステムがあると良い。 
・ボランティアグループをまとめる機関は一つであったほうが良い。行政なり、社協に
その役割を担ってもらえると良い。 

社会復帰・参加

・作業所での当番活動を通じて家事技術を身につける、集団活動を通じて意思の伝え方
やトラブル回避の方法を身につける等結果的に訓練になっているものもある。 
・働く場所、会社があれば働きたい、働ける場所を確保して欲しい。 

相談体制

・いつでも情報を得られる場所が欲しい。 
・障がい者は近所の人に相談しにくい。 
・当事者は夜中の0時から明け方までが不安が多く、24時間の電話相談対応のできる場
所があると良い。 

地域との関係

・退院後、気楽にいける場所が少ない。 
・病院､区役所、地域のお祭り等イベントでの製品販売など、作業所として参加している。 
・地域が社会復帰の実践の場となると良い。 
・住民が地域には障がい者も含めいろいろな人が住んでいるのだという認識をもつこと
が必要。何かあったときに対応するのは地域になる。 
・精神障がい者が安心出来る場所を地域資源を活かして地域内にいくつもつくることで、
より地域の障がい理解が深まるのではないか.。 
・地域とのつながりを可能とする場として生活支援センターに期待している。 

関係者間の連携

・これからは１つの機関を中心とした関係づくりだけでなく、すべてが手をつなぐネッ
トワークを組んでいく必要がある。 

延べ45人 

4 精神障がい分野 
分野別・団体別インタビュー結果 



－70－

民生委員・児童委員の役割・活動内容についての正しい認識がされていない。誤った

昔のマイナスイメージがもたれている。

対 象 者 ・ 団 体

参 加 者 数

地区会長・副会長、就任5年目以内の民生委員・児童委員 

・お上の世話になりたくないから、民生委員には来て欲しくないといわれた。 
・民生委員の世話になっていると知られたくないので玄関口で「民生委員といわないで」
といわれた。 
・「民生委員は何をしているのか？」「自治会町内会があるので必要ないのでは」とい
う人もいる。 

推薦母体の自治会の人に民生委員の活動について理解されていないことの問題

・活動内容についての認識不足から、きちんとした人選、選出手順がとられていない。 
・自治会の組織率が低下し、自治会に入らない人が増えていたり、自治会自体を組織し
ていない現状があり、一部地域では民生委員を選出できないところがある。 

要支援・要援護者の把握が難しい

・プライバシーの問題があり、情報共有や要支援者の把握が難しく、支援が円滑にでき
ない。 
・災害・緊急時の対応への不安がある。 
・民生委員は、気になる人について、洗濯物が干してあるか、新聞受けに郵便物がたま
っていないかなどをみているが、一人では限界があるため、近所の人の見守り、情報
提供など協力が必要。 

他機関との連携

・民生委員・児童委員から相談や引継をしたケースについてのその後の報告など、区役
所、児童相談所、学校など行政からの情報が欲しい。 

活動内容・範囲が広く、役割の曖昧な部分がある

・会議が多い。 
・関係団体（自治会、老人会、社会福祉協議会など）や関係機関からの仕事の依頼が多
い。 
・地区によっては、地域の福祉関係のことは全て民生委員へというイメージがある。 
・市営住宅（シルバー住宅）など支援対象者の多い地区での問題 
　「公営住宅では、高齢者や生活保護受給者、障がい者の優先入居があり、なかには一
棟にひとり暮らし高齢者ばかりが居住しているところがあるため、受け持ちの民生委
員の負担に偏りがある。」 
・個別の対応困難事例について 
　「独居の認知症で問題行動が多く、近隣住民が対応しきれないケース。親族が遠方に
住んでいて本人の自宅で生活したいという意志を尊重したいというだけで協力を得ら
れず、周囲の住民は対応するのをいやがり、何かと民生委員に連絡してくるが、全て
の事に民生委員一人で対応するには限界がある。」 

20人 

5 民生委員・児童委員 
分野別・団体別インタビュー結果 
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ボランティアを集めるために

テーマ

対 象 者 ・ 団 体

参 加 者 数

区社協ボランティア相談コーナー相談員、子育てサポート提供会員 
地区社協ボランティアコーナー相談員、地域ケアプラザ職員、 
生涯学習支援センター職員 

～住民が身近に生活の一部としてボランティアに参加していくために～ 
・既存のグループに後継者が必要か。受け入れる手法はあるか。 
・福祉がつくと負担感が強くなり、ボランティアが集まらないのか。他の手
法はあるのか。 
・宣伝ツールは充分なのか、やはり人づてにかなうものはないのか。 

・やはり人づてにかなうものなし。 
・定年後の男性がやる気を出している。 
・障がい者にパソコンなどのボランティアをしてもらう。 

地域でボランティアをコーディネートすると

・顔の見える関係が活動者利用者に安心感と帰属意識を高め活動が活性化する。 
・拠点は大事、部屋と机と電話が地域の人たちをつなげる必要条件。 
・携帯電話を活用してリストをパソコン管理していけば場所がなくてもできる。 
・地域ケアプラザや公的な相談機関と違う民間での相談は柔軟性があり、長所がある。
お互い補完できる関係が大事。 

コーディネート機関同士のつながりが相談者には親切

・生涯学習に来た方が福祉活動を希望している場合など、ただ、案内するだけでなく、
互いの情報を共有していれば、相談者に適切な助言アドバイスまで踏み込める。 

ボランティア相談窓口を区民に知ってもらうために

・相談窓口の存在を知らない人が多く、周知の方法の検討必要 
・自治会などの協力・理解が相談窓口を周知していくには大事。 
・回覧板なども強力な情報発信。 

ボランティアコーディネーターでの問題

・高齢者や小中学生がボランティアとして関わるには難しい対象者を今後どう対応して
いくか。 
・ボランティア活動者や受け手のマナーの問題があり解決していかないといけない。 
・毎日の送迎など個人ボランティアでは難しい場合は地域全体でサポートしたいが、依
頼者にとってボランティアが多数入替わると混乱し対応が難しいなど、矛盾点も出て
きている。 

8人 

6 ボランティアコーディネーター 
分野別・団体別インタビュー結果 
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対 象 者 ・ 団 体

参 加 者 数

子ども会の夏休みキャンプ参加者 

★あったら良いなと思うこと。

・近くに自然がいっぱいの公園が欲しい。 
・公園に時計があったらいいな。遊具も欲しい。 
・駅にエレベーターがあればお年寄りに優しい。 
・視覚障がい者のために点字や点字ブロックをもっと増やし、高齢者や車椅子の人のた
めに優しいスロープを増やして欲しい。 
・歩道の無い所があるので歩道をつけて欲しい。 
・公園の近くの道路が狭くて事故が起こりやすいのでもう少し広くして欲しい。 
・通学路にタバコのポイ捨てが多い。吸う人はマナーを守って欲しい。 

このまちに住んで良かった。「このまちの子で良かった。」と想える 

　　　　そんな「まち」をそだてるために　「あなたならどうする？」 

私たち一人ひとりにできることを見つけてみましょう！ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を話し合いました。 《ぼくたち　わたしたちの　おもい》 

★ インタビューでの主な意見（子どもの原文のままを掲載しました。） 

★皆が仲良くなれるまち・こんなまちだったら良いなと思うまち。

・お年寄り等に皆が優しくて親切にしてあげるまち。 
・殺人や犯罪がなくて、いつも明るくみんな優しく親切なまち。 
・自然がいっぱいで友達がいっぱいできるまち。 
・けんかをなくして、みんなで心を一つにして協力するまち。 
・人の悪口を言わないで、差別をしないで困って入る時助けて皆が一緒に遊ぶまち。 
・色々な人に挨拶をして、機会があったら沢山の人と友達になるまち。 
・子ども会の行事などで皆と仲良くなれるイベントをつくり、差別なく遊べるまち。 

★わたしたちにできること。

・仲良くするために、挨拶をしたり助け合ったりする。　目標…朝必ず挨拶をする。 
・ポイ捨て禁止や、リサイクルの呼びかけのポスターを作ってよびかける。 
・一人ひとりがポイ捨てをしないようにゴミ袋を持って歩く。 

73人（小学3年生～6年生） 

7 緑区子ども会 
分野別・団体別インタビュー結果 

（緑区子ども会実施） 
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対 象 者 ・ 団 体

参 加 者 数

神奈川県立霧が丘高校生徒（一部緑区在住でない生徒も含まれています） 

テーマ①　福祉ってどんなもの？

・野球場、ゲートボール場などの広場がある 
・コンビニ、ファミレスが多い・緑や自然が多い 
・老人ホームや地域ケアプラザが近場にある 
・道路が広い　　　　　　　　　　　　　　など 

・駅の周辺が発展しない 
・暗い道や複雑な道が多い 
・道に電灯が少ない 
・遊ぶところが少ない　　　　　など 

・病院を建てること　・献血 
・老人介護施設　　　・ボランティア 
・バリアフリー　　　・火の用心　　　　　など 

・自分の家、通っている学校の周辺 
・自治会より大きくて、区より小さい 
・徒歩10分までの距離　　　　　など 

＊テーマ〝私たちの町ってどんなまち？〟について事前に家族や友人と話し合い、事前ア
ンケートを実施して、意見交換会に臨みました。 

＊高校生の視点から日頃生活している地域や福祉のイメージ、住んでいるまちについての
意見交換を行い、福祉について考えました。 

15人 

イメージとして… 私にとっての地域とは 

テーマ②　私たちの町ってどんなまち？

テーマ④　こんな町に住みたい

テーマ⑤　〜こんなことならできるかな〜

私の町の良いところ 私の町の悪いところ 

・近くにスーパーやコンビニ 
・ディズニーランド 
・有名人がいる町　　　など 

・通勤が便利 
・子どもが安心できる町 
・広い公園のある町　など 

・大勢で募金をしてくださいと言われる
と恥ずかしい気持ちがあった 

・お金を入れに行く勇気がなかった 
・金銭的に余裕がなかった　　　　など 
・ゴミ拾いなどやるきっかけがなかった 
 
・高齢者に声をかけるのが恥ずかしい 
・ボランティアをやるきっかけがない 
・どこでやっているのか分からない 
・周りにやっている人がいなかった 
・まだできない年齢だった 

・コンビニのレジ横にある募金箱
に入れる 

・赤い羽根募金 
・駅での募金　　　　　　　など 
・買い物をするときは袋持参 
・地球を大切にする　　　　など 
・電車などで高齢者に席を譲る 
・ピンチの時はみんなで助け合う 
・足の不自由な人などに階段で手
を貸す　　　　　　　　　など 

・できる歳になったら献血する 

・病院など施設が整っている 
・急な坂がなく安全な町 
・自然が多く静かな町　など 

現在の私だったら 

できなかった理由 

ボランティア 

献　　血 

募　　金 

環　　境 

自分たちにできる事 

お父さん・お母さん 
になった私だったら 

おじいさん・おばあさん 
になった私だったら 

8 霧が丘高校 
分野別・団体別インタビュー結果 

（横浜市十日市場地域ケアプラザ実施） 
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4　「緑区地域福祉保健計画」策定のための区民アンケート調査結果 

1.　調査目的 

2.　調査概要 

3.　回収結果 

　地域福祉保健に関して、区民の意識、活動の実態などを把握し、基礎データとする。その
経年変化を捉えることで、地区の地域福祉保健に対する意識向上、活動の推進が図られてい
るかを検証する。また、区民の意識、活動の推進に向け、本計画の推進方法についても検討
する基礎資料とする。 

・②の区民まつりでの回収分には、区外者が含まれており、この分は無効扱いとしました。 
・比率は全てパーセントで表示し、小数点以下第2位を四捨五入して算出するため、パーセン
トの合計が100％にならないことがあります。 
・マルチ回答の設問の集計は、回答者数（票数）に対する回答率で表すため、各項目の比率
の合計が100％を上回ることがあります。 

 

（1） 調査地域 横浜市緑区全域 
（2） 調査対象 緑区在住の20歳以上の男女 
（3） 標本数 ① 3,000人 
  ② 　290人 
（4） 抽出方法 ① 住民基本台帳による無作為抽出 
  ② 平成17年度区民まつりへの来訪者から直接回答 
（5） 調査方法 ① 対象者への郵送配布・郵送回収 
  ② 来訪者への直接配布・直接回収 
（6） 調査機関 有限会社　流通研究所 
（7） 調査時期 平成17年10月17日～10月31日 

標本数（配布数） 3,000人 100.0％ 

実回収数 1,190人 39.7％ 

有効回答数 1,190人 39.7％ 

無効回答数 0人 0.0％ 

実回収数 290人 100.0％ 

有効回答数 252人 86.9％ 

無効回答数 38人 13.1％ 

 1,442人 

①郵送配布・郵送回収分 

合計有効回答数 

項　　　　目 標　本　数 比　　率 

－ 

②直接配布・直接回収分 
（区民まつり） 
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問 1 あなたのお住まいの町は？ 
  〔丁目の付く場合、丁目までご記入いただき、番地までご記入いただく必要はありません。〕 

問 2 あなたの性別は？ 

問 8 あなたは以下のどれに該当しますか。主としているものに○をして下さい。 

横浜市緑区　　　　　　　　　町　　　　　　　　　丁目 

 

1　　男性　　　　　　　　2　　女性 

問 3 あなたの満年齢は？　（平成17年10月1日現在） 

1　20～29歳　　　　2　30～39歳　　　　3　40～49歳　　　　4　50～59歳 
5　60～64歳　　　　6　65～69歳　　　　7　70～79歳　　　　8　80歳以上 

問 6 あなたと一緒に暮らしている方を教えてください。あてはまる番号すべてに○をして下さい。 

1　祖父　　　　2　祖母　　　3　父　　　　4　母　　　　　 5　配偶者 
6　兄弟姉妹　　7　子　　　　8　孫　　　　9　一人暮らし　10　その他〔　　　　　　〕 

問 7 以下の項目で該当するものがありますか。あてはまる番号すべてに○をして下さい。 

1　自分自身が、介護認定を受けている　 
2　自分自身が、障害者手帳（身体・療育・精神保健福祉）の交付を受けている　 
3　家族の中に65歳以上の方がいる　　　　4　家族の中に介護認定を受けている方がいる 
5　家族の中に就学前の子どもがいる　　　6　家族の中に障害者手帳をもっている方がいる 
7　いずれにも該当しない 

問 4 あなたは緑区に何年住んでいますか？　（平成17年10月1日現在） 

1　1年未満　　　2　1年以上～5年未満　　　3　5年以上～10年未満　　　4　10年以上 

問 5 あなたの現在のお住まいは？ 

1　　持ち家（戸建て）　　　　　　　　　2　持ち家（マンション）　 
3　　借家（戸建て）　　　　　　　　　　4　借家（アパート・マンション） 
5　　借家（市営住宅など公営住宅）　　　6　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　〕 

1　仕事についている（常勤・フルタイム）　　　2　パート・アルバイト 
2　仕事についていない　　　　　　　　　　　　3　学生 
4　その他（　　　　　　　　　　　　　　） 

区民 アンケート　調査票

4.　調査票 
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問 9 あなたは近隣の人に、あいさつや声かけをしていますか。〔○は１つ〕 

問 10 あなたは今までに、話し相手や困ったことの手伝いなど地域での助け合いを個人的にしたり、 
  されたりしたことがありますか。 

 ある場合 、それはどのような活動ですか。 
差し支えのない程度でご記入ください。 

（Ａ）  1、2 と答えた方は 
 それはどの程度の関係ですか。 
 あてはまるものすべてに○をして下さい。 

（Ｂ）  3、4 と答えた方は 
 理由を差し支えない程度で 
 ご記入下さい。 

問 13 あなたが地域活動やボランティア活動に、積極的に参加するために必要なことはありますか。 
  必要と思われるもの上位3つまで選んで○をして下さい。 

 

問 11 あなたは今後、地域の方々（子どもも含めて）とどの程度かかわりたいですか。〔○は１つ〕 

1　積極的にかかわりたい　　　　　　　　　　　　3　あまりかかわりたくない 
2　機会があればかかわりたい　　　　　　　　　　4　今は全くかかわりたくない　 

1　こちらから積極的にしている　　　　　　　　　2　時々している　　　 
3　向こうから声をかけられたらしている　　　　　4　まったくしない　 

1　ある 
2　ない 

1　気軽さ　　　　　　　　　　　　　　　2　自分の趣味や特技にあっている 
3　交通費などの実費が支払われる　　　　4　多少の金銭的な報酬（交通費以外） 
5　活動時の保険など補償の整備　　　　　6　講習会など学べる環境 
7　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 

1　あいさつする 
2　相談できる 
3　一緒に活動できる　　　　 
4　その他 

問 12 あなたは地域での地域活動やボランティア活動にこの１年に１度でも参加したことがありますか。 

 ある場合 、それはどのような活動ですか。 
差し支えのない程度でご記入ください。 

1　ある 
2　ない 
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問 14 あなたは地域で余暇活動、地域活動などで利用できるものとして右の施設を知っていました 
  か。知っていたものすべてに○をして下さい。 

問 15 上記問14の地域施設をより使い易い施設にするために必要なことは何ですか。上位3つまで選んで 
  ○をして下さい。 

問 18 あなたにとって福祉や保健に関する身近な相談先は誰ですか。上位3つまで選んで○をして下さい。 

問 16 あなたが福祉や保健に関して、知りたいと思う情報を容易に手に入れることができますか。 

1　地域ケアプラザ 
2　地区センター 
3　コミュニティハウス 
4　自治会館・町内会館 
5　スポーツセンター 
6　福祉保健活動拠点（ハーモニーみどり内） 
7　小学校・中学校の校庭、体育館 
8　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 
 

1　気軽に集まることのできるスペースの存在 
2　利用対象者の制限緩和 
3　利用時間の緩和 
4　利用の予約方法の簡素化 
5　施設や利用可能な場所の情報 
6　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 

1　家族・親戚　　　　　　　　2　友人・知人　　　　　　　3　近所の親しい人 
4　民生委員・児童委員　　　　5　身近な施設の相談員　　　6　病院や薬局の人 
7　区役所職員　　　　　　　　8　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 

1　広報よこはま　　　　　2　緑区社協だより　　　　3　自治会・町内会の回覧板 
4　ホームページ　　　　　5　公共施設の窓口　　　　6　自治会・町内会の掲示板 
7　口コミ　　　　　　　　8　新聞・雑誌　　　　　　9　テレビ・ラジオ 
10　ミニコミ誌　　　　　　11　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 

1　できる　　　　　　　2　できない　　　　　　　　3　どちらともいえない 

問 17 あなたは、福祉や保健に関する情報をどのような手段で得ることが多いですか。上位3つまで選んで 
  ○をして下さい。 
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問 19 あなたが、知りたいと思う福祉・保健に関する情報は何ですか。上位3つまで選んで○をし 
  て下さい。 

問 20 以下の機関、施設、団体のうち、あなたが知っているものどれですか。知っているものすべてに○ 
  をして下さい。 

問 23 あなたが日頃から健康のために心がけていることはありますか。あてはまる番号すべてに○をして 
  下さい。 

問 21 あなたが日ごろ防災に関して配慮していることは何ですか。あてはまる番号すべてに○をして下 
  さい。 

1　健康づくり　　　　　　　2　高齢者のための情報　　　3　ボランティア活動の情報 
4　子育ての情報　　　　　　5　講座や教室等の情報　　　6　保健・福祉イベントの情報 
7　障がい者のための情報　　8　各種相談窓口についての情報 
9　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 

1　福祉保健センター（旧保健所、旧福祉事務所）　　2　民生委員・児童委員 
3　緑区社会福祉協議会　　　　　　　　　　　　　　4　主任児童委員 
5　地域ケアプラザ　　　　　　　　　　　　　　　　6　保健活動推進員 
7　地区社会福祉協議会　　　　　　　　　　　　　　8　友愛活動推進員 
9　食生活等改善推進員（ヘルスメイト） 

1　避難袋の準備・点検　　　　　　　　　　2　家具の転倒防止対策 
3　防災訓練や避難訓練への積極的参加　　　4　家族で災害時の連絡方法等を決めている 
5　近所で助けが必要な人を把握している　　6　広域避難場所について確認している 
7　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 

1　お酒を飲み過ぎない（又は飲まない）　2　タバコを吸い過ぎない（又は吸わない） 
3　適度な運動をする　　　　　　　　　　4　年に1回は健康診断を受ける 
5　バランスを考えて食事をする　　　　　6　規則正しい生活をする 
7　適正体重を維持する　　　　　　　　　8　適度な休養をとる 
9　食後の歯磨きをする　　　　　　　　 10　ストレスをためない 
11　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕 

1　知っている　　　　　　　　　2　知らない 

問 22 あなたは市立小学校、中学校が地域防災拠点となっていることを知っていますか。 
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問 24 計画策定から下記に示すような取り組みが示されました。 
  あなたは、この計画の推進をしていく上で、どのような取り組みが重要だと思いますか。 
  上位3つまで選んで○をして下さい。 

1　地域住民が顔見知りとなり、地域で支えあえる関係づくり 
2　より身近な地域でのボランティアの仲介の仕組みづくり 
3　ボランティア活動に気軽に参加できる仕組みづくり 
4　障がい児・者を支援するためのボランティアの育成 
5　思いやりのある人を育てる地域づくり 
6　身近な「場」の有効活用 
7　同じような目的をもった人が集える機会や場を増やす 
8　世代間のつながりがもてるような機会や場づくり 
9　困ったときに身近な地域での相談先が分かるようにする 
10　福祉・保健に関する情報提供を、より積極的にすすめる 
11　情報を入手しやすい環境の整備 
12　支援が必要な人の情報の把握 
13　災害・緊急時や犯罪防止などに地域で対応できるようにする 
14　誰もが安心して安全に出かけられるまちづくり 
15　心豊かで、より健康的な生活 
 

問 25 その他、ご意見等がありましたらご自由にお書きください。 

ご協力ありがとうございました。 
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（1）回答者の属性 

アンケートの主な集計結果について掲載しています。 

男性 
40.3％ 

女性 
59.4％ 

無回答 
0.3％ 

30～39歳 
18.7％ 

20～29歳 
8.1％ 

80歳以上 
3.8％ 

40～49歳 
13.8％ 

50～59歳 
17.2％ 

60～64歳 
12.4％ 

65～69歳 
12.7％ 

70～79歳 
12.7％ 

無回答 
0.6％ 

② 年齢構成〈問3〉 （回答数＝1,442） ① 性別〈問2〉 （回答数＝1,442） 

④ 居住環境と所有〈問5〉 （回答数＝1,442） 

⑥ 同居者の状況〈問7〉 （回答数＝1,442）複数回答 

③ 居住年数（平成17年10月1日現在）〈問4〉 
（回答数＝1,434） 

⑤ 同居者の関係〈問6〉 （回答数＝1,442）複数回答 

10年以上 
68.0％ 

無回答 
0.2％ 

1年未満 
4.7％ 1年以上～ 

5年未満 
14.5％ 

5年以上～ 
10年未満 
12.6％ 

持ち家 
（戸建て） 
47.2％ 

持ち家 
（マンション） 
24.8％ 

借家 
（アパート・ 
マンション） 
12.7％ 

借家 
（市営住宅など 
公営住宅） 
10.1％ 

借家 
（戸建て） 
1.7％ 

その他 
2.8％ 

無回答 
0.6％ 

配偶者 

子 

母 

父 

一人暮らし 

兄弟姉妹 

孫 

祖母 

祖父 

その他 

200 400 600 800 1,000

1,053
（73.0％） 780

197

143

102

88

86

30

11

29

（54.1％） 

（13.7％） 

（9.9％） 

（7.1％） 

（6.1％） 

（6.0％） 

（2.1％） 

（0.8％） 

（2.0％） 

0
（人） （人） 

家族の中に65歳以上の
方がいる 

家族の中に就学前の子ど
もがいる 

家族の中に障害者手帳を
もっている方がいる 

家族の中に介護認定を受
けている方がいる 

自分自身が、介護認定を
受けている 

自分自身が、障害者手帳
（身体・療育・精神保健福
祉）の交付を受けている 

441
（30.6％） 

220

92

63

48

44

（15.3％） 

（6.4％） 

（4.4％） 

（3.3％） 

（3.1％） 

0 100 200 300 400

5.　主な集計結果 
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　回答者の性別をみると、「男性」が40.4％、
「女性」が59.3％となっている。年齢をみ
ると、「30～39歳」が18.7％と最も多く、
次いで「50～59歳」が17.2％となっている。 
　次に、区の居住年数をみると、「10年以上」
が68.0％過半数を占めている。 
　住まいの状況を見ると、「持ち家（戸建て）」
（47.3％）、「持ち家（マンション）」（24.5％）
をあわせると、持ち家が7割を超えている。

これらの人たちは、今後も区に居住すると考えられ、地域に根ざした福祉社会を構築
するための素地は十分にあると考えられる。 
　同居の家族をみると、「配偶者」、「子」の順に多く、核家族化が定着していると
思われる。家族の状況をみると、「家族の中に65歳以上の方がいる」と答えた人が
30.6％あった。また、就学前児童は15.3％、障害者手帳保持者も6.4％あった。 

（2）機関、施設、団体等の認知度〈問20〉 

仕事に 
ついている 
（常勤・ 
フルタイム） 
34.3％ 

その他 
3.6％ 学生 

1.2％ 

パート・ 
アルバイト 
16.7％ 

仕事について 
いない 
42.2％ 

無回答 
1.9％ 

（回答数＝1,442）複数回答 

　さまざまな機関・施設・団体
等では、当然のことながら、福
祉保健センターの認知度がもっ
とも高いが、それでも認知度は
66％弱で、10人のうち3～4人
は、福祉保健センターすら知ら
ない状況であることがわかった。
社会福祉協議会については、さ
らに認知度が低く、10人のうち
6～7人までが、区社会福祉協議
会を知らない現状があることが
わかった。 

地域ケアプラザ 

民生委員・児童委員 

緑区社会福祉協議会 

地区社会福祉協議会 

保健活動推進員 

 

主任児童委員 

友愛活動推進員 

200 400 600 800 1,000

950

879

853

（65.9％） 

（61.0％） 

（59.2％） 

513

248

187

135

71

64

（35.6％） 

（17.2％） 

（13.0％） 

（9.4％） 

（4.9％） 

（4.4％） 

0
（人） 

福祉保健センター 
（旧保健所、旧福祉事務所） 

食生活等改善推進員 
（ヘルスメイト） 

⑦ 就労状況〈問8〉 （回答数＝1,442） 
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（4）男女別にみたあいさつ・声かけの程度（問2×問9） （回答数＝1,442） 

（3）計画を推進していく上で、必要な重要な取り組み〈問24〉 （回答数＝1,442）複数回答 

　計画を推進していく上で必要
な、重要な取り組みについての
区民の認識をみると、「地域住民
が顔見知りとなり、地域で支え
あえる関係づくり」が最も多く、
やはり“地域のつながり”が最
も重要であるという認識である
ことが分かる。次いで、「誰も
が安心して安全にでかけられる
まちづくり」、「災害・緊急時
や犯罪防止などに地域で対抗で
きるようにする」と続き、近年
の災害や犯罪に対する不安が影
響していると思われる。 

　全体的には「こちらから積極的にしている」が62.5％を占め、「時々している」の
28.0％とあわせると9割を越える区民がある程度あいさつをしていることがわかった。
男女別にみると、女性の方が積極的に挨拶している傾向にあった。 

地域住民が顔見知りとな
り、地域で支えあえる関係
づくり 

誰もが安心して安全にで
かけられるまちづくり 

思いやりのある人を育てる
地域づくり 

ボランティア活動に気軽
に参加できる仕組みづくり 

世代間のつながりがもて
るような機会や場づくり 

障がい児・者を支援するた
めのボランティアの育成 

より身近な地域でのボラ
ンティアの仲介の仕組み
づくり 

支援が必要な人の情報の
把握 

身近な「場」の有効活用 

福祉・保健に関する情報
提供を、より積極的にすす
める 

同じような目的をもった人
が集える機会や場を増や
す 

心豊かで、より健康的な生
活 

情報を入手しやすい環境
の整備 

災害・緊急時や犯罪防止
などに地域で対応できるよ
うにする 
困ったときに身近な地域で
の相談先が分かるように
する 

573
（39.7％） 

365

330

317

311

267

254

216

206

192

157

135

94

75

64

（25.3％） 

（22.9％） 

（22.0％） 

（21.6％） 

（18.5％） 

（17.6％） 

（15.0％） 

（14.3％） 

（13.3％） 

（10.9％） 

（9.4％） 

（6.5％） 

（5.2％） 

（4.4％） 

0 100 200 300 400 500 600

（人） 

1. こちらから積極 
 的にしている 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

全体 

男性 

女性 

2. 時 し々ている 3. 向こうから声をかけら 
 れたらしている 

4. まったくしない 無回答 

62.5％ 

52.3％ 

69.4％ 22.4％ 
2.9％ 

5.7％ 

4.0％ 

0.7％ 

0.5％ 

0.8％ 

4.8％ 

5.3％ 

4.4％ 

36.1％ 

28.0％ 



－83－

（6）居住年数別にみたあいさつ・声かけの程度（問4×問9） （回答数＝1,442） 

（5）年齢別にみたあいさつ・声かけの程度（問3×問9） （回答数＝1,442） 

　年齢別にみたあいさつ、声かけの程度をみると、積極的にあいさつをしている人の
割合が20代に少ない傾向が見られた。また、80歳以上の10数％は、「まったくしない」
か「向こうから声をかけられたらしている」状況であることがわかった。 

　居住年数が長くなればなるほど、積極的にあいさつをする人の比率が高くなる傾向
にある。 

1. こちらから積極 
 的にしている 

2. 時 し々ている 3. 向こうから声をかけら 
 れたらしている 

4. まったくしない 無回答 

1. こちらから積極 
 的にしている 

2. 時 し々ている 3. 向こうから声をかけら 
 れたらしている 

4. まったくしない 無回答 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

全体 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～64歳 

65～69歳 

70～79歳 

80歳以上 

62.5％ 28.0％ 4.0％ 
0.7％ 

0.0％ 

1.1％ 

0.5％ 

0.4％ 

0.6％ 

0.5％ 

0.5％ 

3.6％ 

4.8％ 

2.6％ 

3.0％ 

3.5％ 

3.6％ 

2.8％ 

7.1％ 

9.8％ 

10.9％ 

9.4％ 

1.9％ 

5.0％ 

3.2％ 

2.0％ 

2.0％ 

4.9％ 

9.1％ 

36.8％ 51.3％ 

57.0％ 37.0％ 

60.8％ 30.2％ 

65.3％ 27.4％ 

74.3％ 20.1％ 

72.7％ 16.9％ 

65.0％ 19.7％ 

58.2％ 18.2％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

全体 

1年未満 

1年以上～ 
5年未満 

5年以上～ 
10年未満 

 10年以上 

62.5％ 28.0％ 4.0％ 

5.9％ 

4.3％ 

4.4％ 

3.8％ 5.4％ 

3.3％ 

2.4％ 

7.4％ 

4.8％ 0.7％ 

0.0％ 

0.5％ 

1.7％ 

0.6％ 

44.1％ 42.6％ 

52.6％ 40.2％ 

61.3％ 29.3％ 

66.1％ 24.2％ 
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（8）居住年数別にみた地域活動などへの参加経験の有無〈問4×問12〉 （回答数＝1,442） 

（7）年齢別にみた地域との関わり方の程度に対する意向（問3×問11） （回答数＝1,442） 

　全体的には、「積極的にかかわりたい」（12.5％）、「機会があればかかわりたい」（71.0
％）とあわせて8割を越える区民が何らかのかかわりをもちたいと考えている状況で
あるが、今後地域での支えが必要と考えられる80歳以上の高齢者の中で「あまりか
かわりたくない」「今は全くかかわりたくない」と回答した人の割合は両方あわせて
29.1％で全年齢層を通して最も多い状況が見られた。 

　居住年数が長くなるほど、地域活動などへの参加割合が増加している傾向があるこ
とがわかった。 

1. 積極的に 
 かかわりたい 

2. 機会があれば 
 かかわりたい 

3. あまり 
 かかわりたくない 

4. 今はまったく 
 かかわりたくない 

無回答 

1. ある 2. ない 無回答 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

全体 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～64歳 

65～69歳 

70～79歳 

80歳以上 

12.5％ 

14.5％ 

11.1％ 

12.1％ 

8.5％ 

17.3％ 

16.4％ 

11.5％ 

5.5％ 

71.0％ 

71.8％ 

74.4％ 

76.9％ 

74.2％ 

73.2％ 

66.1％ 

63.4％ 

56.4％ 25.5％ 

13.1％ 

7.7％ 

5.0％ 

11.3％ 

6.5％ 

6.7％ 

9.4％ 

9.2％ 5.5％ 

2.6％ 

5.6％ 

2.5％ 

3.2％ 

2.8％ 

8.7％ 

11.5％ 

9.1％ 3.6％ 

0.5％ 

1.1％ 

1.7％ 

2.8％ 

2.0％ 

2.2％ 

1.7％ 

1.9％ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

全体 

1年未満 

1年以上～ 
5年未満 

5年以上～ 
10年未満 

 10年以上 

23.9％ 

5.9％ 

16.3％ 

23.2％ 

27.0％ 67.7％ 

72.9％ 

79.9％ 

86.8％ 

71.1％ 5.0％ 

7.4％ 

3.8％ 

3.9％ 

5.3％ 
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（9）年齢別にみた福祉・保健に関する知りたい情報（問3×問19） （回答数＝1,442） 

　福祉・保健に関する知りたい情報として、全体的に最も多かったのは、「健康づく
り」の情報で、講座・教室情報、保健福祉イベント情報、各種相談窓口についての情
報も望まれていることがわかった。また、当然のことながら、年齢が上がるごとに「高
齢者のための情報」が、子育て世代では「子育ての情報」が必要とされている。 

1. 健康づくり 2. 高齢者のための情報 3. ボランティア活動の情報 

4. 子育ての情報 5. 講座や教室等の情報 6. 保健・福祉イベントの情報 

7. 障がい者のための情報 8. 各種相談窓口についての情報 9. その他 

無回答 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

全体 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～64歳 

65～69歳 

70～79歳 

80歳以上 

20.4％ 

21.4％ 

20.0％ 

17.6％ 

20.2％ 

20.5％ 

22.2％ 

21.4％ 

21.6％ 

17.8％ 15.2％ 13.5％ 

13.4％ 

10.9％ 

16.2％ 

16.8％ 

13.4％ 

12.0％ 

12.6％ 

9.5％ 0％ 

0.7％ 

0.4％ 

0.4％ 

0.8％ 

0.2％ 

0.7％ 

1.4％ 

0.6％ 
2％ 

4％ 

6％ 

5％ 

8％ 

1％ 

4.9％ 

5.3％ 

7.8％ 

11.7％ 

11.4％ 

13.2％ 

14.7％ 

10.2％ 

10.0％ 

10.1％ 

11.9％ 

11.2％ 

16.9％ 

17.1％ 

17.8％ 

17.7％ 

13.6％ 

13.3％ 

10.5％ 

17.6％ 

24.5％ 

6.2％ 

7.4％ 7.5％ 2.9％ 

2.4％ 

1.3％ 

3.1％ 

4.3％ 

3.6％ 

2.2％ 

2.8％ 

4.3％ 

7.7％ 

1.2％ 

1.0％ 

0.2％ 

0.0％ 

？％ 

？％ 

6.9％ 

4.8％ 

9.3％ 

8.5％ 

6.9％ 

5.1％ 

7.8％ 

6.1％ 

11.0％ 

17.6％ 

23.4％ 11.9％ 

27.7％ 

29.8％ 

36.2％ 
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緑区地域福祉保健計画策定委員会規約 

（目的） 
第1条 　この規約は、緑区地域福祉保健計画の策定を行うことを目的に設置する緑区地域福祉保健
計画策定委員会（以下、「策定委員会」という。）に必要な事項を定める。 

 
（所掌事務） 
第2条　策定委員会は、緑区地域福祉保健推進会議の専門部会として、次に掲げる事項を協議する。 
（1）緑区地域福祉保健計画の策定に関すること。 
（2）その他前号の目的達成に必要と認められること。 

 
（組織） 
第3条　策定委員会は、委員25人以内で組織する。 
2 　委員は、学識経験者、各団体、事業者からの代表及び一般区民から区長が委嘱する。 
 
（任期） 
第4条  委員の任期は、委嘱された日から平成18年3月31日までとする。 
2 　委員が任期の途中で交代した場合、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
 
（委員長及び副委員長） 
第5条 　策定委員会に委員長及び副委員長を置き、委員長は学識経験者をもって充てる。 
　また、副委員長は委員長の指名によって定める。 
2 　委員長は、策定委員会を代表し、会議の議長となる。 
3 　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 
 
（会議） 
第6条  策定委員会は、必要に応じて委員長が招集する。ただし、最初に招集する会議は区長が招集
する。 

2 　委員会は、委員の半数以上の出席により成立する。 
3 　委員長は、必要があると認めた時は、委員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。 
 
（守秘義務） 
第7条　策定委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。 
 
（事務局） 
第8条  策定委員会の事務局は、緑区役所福祉保健課及び緑区社会福祉協議会に置き、その庶務を行う。 
 
（その他） 
第9条 この規約に定めるもののほか、策定委員会に関し必要な事項は、委員長が定める。 
2 　緑区社会福祉協議会が策定する緑区地域福祉活動計画は、この策定委員会の中で一体的に検討する。 
 
　附則 
　この要綱は、平成16年6月23日から施行する。 

 

制定　平成16年6月18日　緑福第152号 

5　策定委員会 
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緑区地域福祉保健計画・地域福祉活動計画策定委員名簿 

 

伊　藤　克　子 

井　上　和　子 

井　上　俊之助 

岩　木　由紀子 

王　尾　京　子 

勝　田　睦　子 

木　内　英　子 

小板橋　省　三 

桜　井　和　典 

佐々木　　　一 

志　村　麻　里 

中　畝　治　子 

名　取　邦　亨 

原　　　一　朗 

兵　頭　　　洌 

平　本　　　明 

古　内　敏　子 

松　岡　美　子 

三　橋　貞　子 

村　井　祐　一 

本　橋　　　篤 

横　路　明　介 

渡　部　　　徹 

 

小　野　敏　明 

 

杉　山　康　彦 

松　井　智　子 

ＮＰＯ法人　たすけあい・ゆりの木 

緑区保健活動推進員会 

緑区連合自治会 

公募委員 

緑区民生委員・児童委員協議会 

緑区民会議 

緑区食生活等改善推進員会 

友遊会 

社会福祉法人　和枝福祉会 

地区社会福祉協議会 

緑区福祉を考える会 

公募委員 

横浜市建築事務所協会　緑支部 

みのりの会 

公募委員 

緑区医師会 

緑区子ども会連絡協議会 

みどり子育てネットワーク 

公募委員 

田園調布学園大学地域福祉学科 

十日市場地域ケアプラザ 

緑区民会議 

緑区歯科医師会 

 

田園調布学園大学地域福祉学科 

 

公募委員 

緑区ボランティア連絡会 

 

 

副委員長 

平成17年4月26日より 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

平成17年4月26日より 

 

 

平成17年4月26日より 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

平成17年4月退任 

平成17年7月退任 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23

委員氏名 

アドバイザー 

途中退任された委員 

平成17年12月現在（敬称略　五十音順） 

所　属　団　体 
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6　緑区の福祉・保健の主な施設 

〜主な福祉・保健及び区民利用施設〜

(平成17年12月末現在） 

緑区社会福祉協議会（ハーモニーみどり内） 
ボランティアセンター・あんしんセンター 
緑区福祉保健活動拠点（ハーモニーみどり） 
横浜市中山福祉機器支援センター 
緑区生涯学習支援センター 
緑スポーツセンター  
緑区休日急患診療所  
中山地域ケアプラザ（ハーモニーみどり） 
東本郷地域ケアプラザ  
十日市場地域ケアプラザ  
長津田地域ケアプラザ  
白山地区センター 
中山地区センター（ハーモニーみどり） 
十日市場地区センター  
長津田地区センター  
東本郷小学校コミュニティ・スクール 
竹山小学校コミュニティハウス 
森の台小学校コミュニティハウス 
山下みどり台小学校コミュニティハウス 
いぶき野小学校コミュニティハウス 

特定施設入所者生活介護 
（有料老人ホーム） 

認知症対応型 
共同生活介護 

（高齢者グループホーム） 

親子の居場所 

認可保育園 
(市立） 

地域ケアプラザ 

地区センター 

コミュニティハウス 

介護老人福祉施設 
(特別養護老人ホーム） 

介護老人保健施設 

介護療養型医療施設 

老人福祉センター 

認可保育園 
(私立） 

横浜保育室 

母子生活支援施設 

漓  
滷 
澆 
潺 
潸 
澁 
澀 
潯 
潛 
濳 
潭 
澂 
潼 
潘 
澎 
澑 
濂 
潦 
澳 

番号 名　　　　　称 

〜主な高齢者関係の施設〜
横浜市緑ほのぼの荘 
ケアセンター　メゾンヴェルト 
介護老人福祉施設　ふじ寿か園 
特別養護老人ホーム　慶星閣 
介護老人福祉施設　ビオラ三保 
特別養護老人ホーム　しょうじゅの里三保 
(医)社団 桜栄会　横浜セラトピア 
介護老人保健施設　みどりの杜 
介護老人保健施設　ライフプラザ新緑 
(医)社団 恵生会　竹山病院 
霧が丘整形外科皮膚科 
横浜田園都市病院 
(医)社団 元気会　横浜病院 
ナーシングホーム　横浜ゆうふくの郷 
はぴね横浜 
(福)ふじ寿か会　高齢者グループホームことぶきの里 
(福)ふじ寿か会　高齢者グループホームふじの里 
グループホーム友宝 
グループホーム和楽の里 
グループホーム結の家 
(医)泉心会　グループホームおらんち 
(福)ふじ寿か会　高齢者グループホームあすの里 
(株)横浜福祉研究所附属　グループホーム夢優 
グループホームみんなの家横浜三保 
コスモス長津田 
コムスンのほほえみ長津田 
グループホームまっとう 

珈 
玳 
珎 
玻 
珀 
珥 
珮 
珞 
璢 
琅 
瑯 
琥 
珸 
琲 
琺 
瑕 
琿 
瑟 
瑙 
瑁 
瑜 
瑩 
瑰 
瑣 
瑪 
瑶 
瑾 

〜主な子ども・家庭支援関係の施設〜
みどりっこ親子の居場所「はなまる」 
横浜市鴨居保育園 
横浜市竹山保育園 
横浜市青砥保育園 
横浜市十日市場保育園 
横浜市霧が丘保育園 
横浜市長津田保育園 

縡 
縒 
縱 
縟 
縉 
縋 
縢 

福澤保育センター 
そよかぜ保育園 
寺山保育園 
森の台保育園 
八朔乳児保育園 
小山保育園 
新治保育園 
長津田幼兒アカデミー 
みどりさくら保育園 
田奈保育園 
パレット保育園・長津田 
みなみ台保育園 
（緑）たんぽぽ共同保育所 
すくすく保育園 
ピノキオ保育園十日市場園 
長津田保育の家 
横浜市みどりハイム 

繆 
繦 
縻 
縵 
縹 
繃 
縷 
縲 
縺 
繧 
繝 
繖 
繞 
繙 
繚 
繹 
繪 

番号 名　　　　　称 

種　　別 

種　　別 

(平成18年3月に市民活動支援センターに移行予定） 

(平成18年4月民間移管予定） 

 

長津田 
厚
木
街
道 

東
名
高
速
道
路 

潘 

濳 

澳 

珀 

珥 

璢 瑯 

琥 

瑾 

瑪 

瑶 

笳 

筴 筧 

箚 

筝 

縉 

縋 

縢 

縲 

繧 

繝 

繖 

繹 

環
状
4
号
線 
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知的障害者授産施設(通所） 
小規模通所授産施設 

知的障害者更生施設 
(通所） 

身体・知的障害者 
グループホーム 

知的障害者更生施設 
(通所･分場） 

知的障害者授産施設 
(通所･分場） 

養護学校（知的障がい） 
養護学校（肢体不自由） 

社会福祉法人型障害者 
地域活動ホーム 
運営委員会型障害者 
地域活動ホーム 

精神障害者生活支援センター 

就労援助センター 
中途障害者地域活動センター 

身体・知的障害者 
グループホーム 

身体・知的障害者 
地域作業所 

精神障害者 
地域作業所 

〜主な障がい者関係の施設〜

みどり地域活動ホームあおぞら 
 
みどり福祉ホーム  
横浜市つたのは学園 
横浜市中山みどり園 
みどりの家 
愛 
第1かたるべ社 
てらん広場第1分場 
てらん広場第5分場「あしび」 
愛第2分場 
愛第4分場 
愛第5分場 
神奈川県立みどり養護学校 
横浜市立新治養護学校 
グループホームソレイユ 
コスモスガーデン1 
コスモスガーデン2

笊 
 
笆 
 
笳 
笘 
笙 
笞 
笵 
笨 
笶 
筐 
筺 
笄 
筍 
笋 
筌 
筅 
筵 

アプリコット(偕恵学園第2通勤ホーム) 
すばる1 
すばる2 
白根ホーム第13 
ゆがふ1 
ゆがふ2 
森の泉1 
森の泉2 
織人 
ブナの森作業所 
地域作業所　カプカプ竹山 
地域作業所　陽だまり 
UNO工房 
緑区生活支援センター 
地域作業所P・鴨居ピネル 
ピネル工房 
あしたば工芸 
横浜北部就労援助センター 
緑工房 

筥 
筴 
筧 
筰 
筱 
筬 
筮 
箝 
箘 
箟 
箍 
箜 
箚 
箋 
箒 
箏 
筝 
箙 
篋 

緑区役所・公会堂 

中山 

鴨居 

中
原
街
道 

十日市場 

漓滷澆澀澂  
ハーモニーみどり 

澁 

潭  潯 

潼 

澑 

潦 

濂 

琅 
玳 

珎 

玻 

珮 
珞 

珸 

琲 

瑕 
琿 

瑟 

瑙 

瑁 瑩 

瑰 瑣 澎 

笊 

笆 

笘 
笙 

笞 

笵 

笨 
笶 

筐 

筺 

笄 

筍 

笋 

筌 

筥 

筰 

筱 筬 
筮 箝 

箘 

箟 

箍 

箜 

箋 

箒 

箏 
箙 

篋 

縡 縒 

縱 

縟 

繆 

繦 

縻 

縵 

縹 繃 

縷 
縺 

繞 

繙 

繚 

繪 

琺 
瑜 

潺  潸  

筅 筵 

潛 珈 
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＊
緑区内の子ども会の主な活動(緑区子ども会連絡協議会把握）

＜活動例＞ 

7　緑区での主な地域活動 

　本文第2章の基本目標別の課題の取り組みに掲載されている「すでに実施されている様々な取り
組みの紹介」（Ｐ13～Ｐ42参照）以外の地域活動情報を策定委員を中心に集めました。ここでは、
主な団体で実施されている地域での活動を、一例として紹介します。 

歓送迎会、夏休みラジオ体操、健民祭参加、マラソン大会、歩け歩け大会、ティーボール大会、親子ボ
ウリング、ソフトバレー大会、夏まつり参加、七夕まつり、盆踊りへの参加、芋ほり、クリスマス会、
餅つき大会、書初め、凧つくり、どんど焼き、公園・地域清掃、廃品回収、防災訓練への参加、一泊交
流会、お楽しみ会、レクレーション大会、敬老の日の交流、バスハイク、映画会、自然観察等 

＊
緑区内の地区民生委員・児童委員協議会の主な活動

＜活動例＞ 
老人給食会・食事会、児童とのふれあい、すくすく教室協力、配食活動、地区リハビリ教室、小中学校
行事への参加、障がい児見守り・余暇支援、子育てサロン、ふれあいコール、手作りおやつの会、中学
生しゃべり場活動、福祉講演会、高齢者定期訪問、餅つきフェスタ、年末助け合い募金等 

＊
保健活動推進員会の主な活動

＜活動例＞ 
ウォーキング、健康体操、健康講座（生活習慣病予防の講話、心の健康、禁煙啓発）、看護教室、各種
測定(体脂肪、肺機能、骨密度、体重、身長、足型判定など）、町ぐるみ健康づくり教室等 

＊
食生活等改善推進員会（緑区ヘルスメイト）の主な活動

＜活動例＞ 
緑をたっぷり召し上がれ事業、思いやり健康づくりの日ウォーキング、ライフサイクルに応じた健康づ
くり教室、妊婦料理教室、男性の健康づくり教室、若い世代を対象にした食育活動、高校生のヘルスサ
ポーター養成講座等 

＊
地区社協の主な活動

＜活動例＞ 
高齢者・小学生ふれあい会食会、敬老会、福祉講演会、配食活動、高齢者ミニデイ、子どもレクレーシ
ョン大会、福祉まつり、ボランティア研修会、バスハイク、地区リハビリ教室、小学生ボランティア体
験学習、福祉バザー、ボランティア集会、一人暮らし状況調査、福祉保健施設見学、おにぎりパーティ、
広報誌発行、送迎・家事サービス等 

　緑区では連合自治会や単位自治会で様々な子ども会が活動しています。 

＊
老人クラブの主な活動

＜活動例＞ 
公園等清掃、資源回収、奉仕活動、花見等イベント、バスハイク、敬老会、茶話会、演芸会、カラオケ、
囲碁、将棋、舞踏、ダンス、太極拳、グランドゴルフ、ゲートボール等スポーツ、地域行事参加、友愛
活動推進員との連携等  

　連合自治会、自治会単位などで老人クラブが組織され、各老人クラブごとに様々な活動を行っています。 

　緑区には、11の連合地区ごとに地区民生委員・児童委員協議会があり、個人の相談援助等の活動の他に
ボランティア活動等地区単位でのさまざまな活動をしています。 

　11の連合地区単位に地区保健活動推進員会があり、区役所が行う住民健診、がん検診、区民まつりや「思
いやり、健康づくりの日」のキャンペーン活動等様々な健康づくり活動に協力するとともに、地区独自で
の健康づくり活動を展開しています。 

　『私たちの健康は私たちの手で』を合言葉に6つの地域に分かれ、区と協働で区民への食育と健康づくり
のための活動をおこなっています。 

　11の連合地区単位に地区の自治会、民生委員・児童委員、学校関係者、体育指導委員、青少年指導員、
保健活動推進員、老人クラブ、友愛活動推進員、子ども会、ボランティアグループ等からなる地区社協組
織があり、地区独自の様々な活動をしています。  
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8. 用 語 説 明  
用 　 　 語  説 　 　 　 　 明  

ＮＰＯとはNon－Profit Organization の略で「非・営利・組織
（団体）」で、「特定非営利活動促進法」に基づき法人格を認め
たものがＮＰＯ法人。利益を構成員に分配することなく、不特
定かつ多数の者の利益の増進に寄与することを目的とした活動
を行う。 
 
生活が不活発になることによる心身の機能低下を防ぐため、積
極的に体を動かしたり、外出を促したりして、自立した心身の
維持に努めること。 
 
学校・家庭・地域連携事業の略称。学校・家庭・地域が連携し、
それぞれが持つ教育機能を発揮することにより、次代を担う児童・
生徒をはじめとする青少年が、自立心を持ち人間性豊かに育つ
ことを目的に、それぞれの地域にあった事業を推進する。 
 
食事の準備、洗濯、衣類の繕い、掃除・整理整頓、買い物など。 
 
過去の災害事例をもとに火災や地震、救急法などの知識・技術
を習得し、各家庭で防災力を高めていくことを目的とした「家
庭防災員制度」。自治会・町内会長から推薦され、市長の委嘱
を受け、研修や活動を行う。通称「家防員（かぼういん）」 
 
介護保険法に基づき、都道府県の指定をうけ、ケアマネジャー（介
護支援専門員）を配置し在宅サービスを適切に利用できるよう
ケアプランを作成、ケアプランに基づき調整等を行う事業者 
 
地域のアパートや一戸建て住宅などで、少人数の利用者が家庭
的な環境の中で、食事などの日常生活上の支援を受けながら、
共同生活する施設。知的障害者、精神障害者、認知症高齢者に
ついて制度化されている。 
 
介護保険法に基づき、要介護者等（利用者）の依頼を受けて、
その心身の状況や環境、希望等生活全般を総合的に把握し、利
用者の立場にたって最も適切な居宅サービスや施設サービスを
組み合わせたケアプランを市町村、事業者および施設等と連絡
調整し作成する専門家。 
 
この計画では、地区センター、地域ケアプラザ、コミュニティ
スクール・ハウス、公会堂、地域交流センター、老人福祉セン
ター、スポーツセンター、スポーツ会館、図書館などを指す。 
 
利用者のニーズとそれに対応する福祉サービスとを結びつけ、
利用者の生活を支えるサービスを効率的・合理的に提供するた
めに連絡調整や問題解決に向けての活動を円滑に展開する人 
 
特定個人を識別することが可能な情報のことをさし、その情報
があれば誰のことかわかってしまう一切の情報のこと。近年では、
インターネットやPCなどのデータ収集・処理環境の変化を考え、
その情報単体では個人の識別ができないが、他の情報と容易に
照合することができ、それによって個人を識別することができ
る情報も個人情報とみなすことが一般的である。(個人情報保護
法等の定義。) 
 
上記「個人情報」の有用性に配慮しながら個人の権利や利益を
保護すること。 
　このことを目的とした個人情報保護法が平成15年5月に成立・
公布され、平成17年4月1日より全面施行されている。 
 
自治会や関係団体と連携しながら、「地域で育てる地域の子」
を合言葉に地域での伝統行事、スポーツ活動、環境体験、清掃
活動等さまざまな活動をしている。 

ＮＰＯ法人 
 
 
 
 
 
介護予防 
 
 
 
学家地連 
 
 
 
 
家事援助 
 
家庭防災員 
 
 
 
 
居宅介護支援事業者 
 
 
 
グループホーム 
 
 
 
 
ケアマネジャー 
（介護支援専門員） 
 
 
 
 
公共施設 
 
 
 
コーディネート 
コーディネーター 
 
 
個人情報 
 
 
 
 
 
 
 
個人情報保護 
 
 
 
 
子ども会 

ア行 
 
 
 
 
 
カ行 
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用 　 　 語  説 　 　 　 　 明  

小・中学校や既存施設を活用した施設。グループ活動などに利
用できる研修室や和室、市民図書室（一部の施設は無し）など
がある。緑区では、5か所の小学校に開設している。 
 
高齢者・乳幼児・障がい者・外国人など、災害時に大きなハン
ディを持った人 
 
あるテーマについてお茶などを飲みながら参加者間で楽しむと
いうクラブのような集まり。 
例）子育てサロン、高齢者サロン 
 
地域住民が作る地域組織。町内会や町会と呼ぶ地域もある。 
 
地域において子育てや不登校、いじめ、虐待など児童に関する
相談を専門的に担当する児童委員。平成6年1月から新たに設置
され、民生委員児童委員と一体となった活動を展開している。
地域と保育園・幼稚園・学校、行政関係機関などとの調整役や
子育ての協力者、相談者として活動している。厚生労働大臣が
委嘱し、任期は3年。緑区では各連合地区に2～3人配置されてい
る。 
 
生涯学習を支援する身近な拠点として、平成6年11月から各区で
開始されている。専任の学習相談員2名が学習に関する情報提供
や学習相談を行なうほか、プロジェクターやスライド映写機な
どの学習に必要な機材の貸出し、情報交換ボックスやミーティ
ングテーブルなどのある交流コーナーを提供している。 
 
一人ひとりが自由に、そして自らテーマを選び、自分にあった
手段・方法を採りながら年齢を越えて、生涯にわたって必要な
ことを、必要なときに学ぶこと 
 
身体、知的障がい児・者の地域での生活を支援する拠点施設。
障がい者デイサービスや各種の地域生活支援事業などを実施す
るとともに，地域住民との交流を促進する。 
 
障がい者が自主製品の製作等を行い、地域の中で社会的活動に
参加する場。法的には各種障がい種別の福祉法の体系下にはな
い法外施設。 
 
少年の非行防止・健全育成活動・有害環境の浄化活動を推進す
るため警察から委嘱されたボランティア 
 
国民一人一人が、生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の
継承、健康の確保等が図れるよう、自らの食について考える習
慣や食に関する様々な知識と食を選択する判断力を楽しく身に
付けるための学習等の取組みを指す。 
 
地域で健康づくりの普及・啓発を図り、推進していくためのボ
ランティア。「私達の健康は私達の手で」を合言葉に食生活改
善を中心として運動・休養を含めた健康づくりを自ら実践する
とともに、家族、お隣さんそして地域へと健康づくりの輪を広
げていく活動を展開している。福祉保健センターが開催する食
生活等改善推進員セミナーを修了した人で構成される。 
 
青少年の自主活動とその育成活動を推進することにより、地域
ぐるみの青少年健全育成を図るため、市長が委嘱する。任期は2
年。通称「青指（せいし）」 
 
地域で生活する精神障害者の日常生活の支援、相談、地域にお
ける交流活動等を行うことにより、精神障害者の社会復帰、自
立及び社会参加の促進をはかるための施設。 

コミュニティハウス 
 
 
 
災害弱者 
 
 
サロン 
 
 
 
自治会、町内会 
 
主任児童委員 
 
 
 
 
 
 
 
生涯学習支援センター 
 
 
 
 
 
生涯学習 
 
 
 
障がい者地域活動ホーム 
 
 
 
障がい者地域作業所 
 
 
 
少年補導員 
 
 
食育 
 
 
 
 
食生活等改善推進員 
（ヘルスメイト） 
 
 
 
 
 
青少年指導員 
 
 
 
精神障害者 
生活支援センター 

カ行 
 
 
 
サ行 
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用 　 　 語  説 　 　 　 　 明  

昭和36年施行のスポーツ振興法第19条の規定に基づいて設置さ
れた非常勤公務員。教育委員会の行う体育レクリエーション事業、
各種の体育行事を通じて、体育の啓発に努める。また、各種団
体に協力、行事の総合的連絡調整、スポーツ組織の育成拡充に
努める。通称「体指（たいし）」市長が委嘱し、任期は2年。 
 
地域ケアプラザを事務局として、地域の福祉保健活動に携わっ
ている民生委員・児童委員などの構成員が、地域の課題を自ら
考え、解決し、安心して暮らせる地域づくりについて話し合う場。
（平成12年度から実施） 
 
地域・学校・区役所で構成され、震災時避難場所で安全かつ秩
序ある避難生活の維持や防災資機材を活用した救助・救出等を
行なう。 
震災時には、鍵の解除・建物の安全確認・避難場所開設・避難
者区割・誘導、負傷者の応急手当、高齢者、障がい者等要援護
者の援護、家族の安否確認、防災資機材等を活用した救助、仮
設トイレの設置や食料、救援物資等の配布などを行う。 
 
幼児から高齢者まで、地域で気軽に利用できる施設で、集会、
講演会、軽スポーツ、サークル活動、ボランティア活動、料理
実習、工作教室など多目的に利用できる。図書コーナーもあり、
貸し出しも可能。乳幼児の室内遊び場として利用できるプレイ
ルーム、囲碁や将棋を楽しめる娯楽コーナーなどもある。緑区
には、4か所整備されている。 
 
地域に根付いてリハビリ活動を行っているグループのこと。陶
芸や体操、公園の散策、福祉バスを利用したバスハイクなどの
活動、お互いの気持ちや障害を持って感じたことの話合いなど
を行っている。 
 
通所介護（日帰りで、対象者を通所させて行われるもの）。高齢
者の場合、介護保険認定を受けた方を対象に、地域ケア施設や
特別養護老人ホーム等の施設で健康チェックや入浴、食事、機
能訓練を行う。高齢者介護だけでなく、障害者の施設において
行っている「通所指導」等、さまざまの事情により支援を必要
とする人に対する生活支援も、これに該当する。 
 
高齢者が転倒・骨折により要介護状態となることを予防するため、
高齢者の身体機能の改善、転倒骨折予防に関する知識の普及等
を目的に横浜市が行っている事業。地域ケアプラザに委託して
行われる転倒骨折予防教室と転倒骨折予防に関する健康教育、
啓発活動、指導にかかわる人材の育成や情報の収集や提供など
を行う。 
 
寝たきり又は認知症のために常に介護を必要とする原則として
65歳以上の人で、在宅で介護を受けることが難しい人のための
入所施設。 
 
毎日の食事に支障のある方、食事の調整が困難な方に、栄養バ
ランスのとれた調整済み手作り給食を届ける活動をするボラン
ティア 
 
もともとは建築用語で「バリア（障壁）」を「フリー（のぞく）、」
つまり障壁となるものを取り除き、生活しやすくすることを意
味する。道路や建築物の入り口の段差などの物理的なバリアから、
高齢者、障がい者などの社会参加を困難にしている社会的、制
度的、心理的なバリアなど、最近ではより広い意味で用いられ、
高齢者や障がい者だけではなく、全ての人にとって日常生活の
中で存在するあらゆる障壁を除去することを意味している。 

体育指導委員 
 
 
 
 
 
地域支えあい連絡会 
 
 
 
 
地域防災拠点運営委員会 
 
 
 
 
 
 
 
地区センター 
 
 
 
 
 
 
地区リハビリ教室 
 
 
 
 
デイサービス 
 
 
 
 
 
 
転倒骨折予防事業 
 
 
 
 
 
 
特別養護老人ホーム 
 
 
 
配食ボランティア 
 
 
 
バリアフリー 

タ行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ行 
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用 　 　 語  説 　 　 　 　 明  

車椅子のまま乗車でき、移送する福祉自動車のこと。 
 
民生委員・児童委員、保健活動推進員、友愛活動推進員、食生
活等改善推進員、会食グループ、配食グループ、地区リハビリ、
家事支援等を行うボランティアグループ、障がい者の支援を行
うグループや障がい児・者当事者団体、患者団体、子育てグル
ープ、子育て支援グループ、地区社協など福祉保健に関わる活
動をしている団体。 
 
自由に制約なく使える空間 
 
地域の保健衛生のリーダーとして，また地域住民と福祉保健セ
ンター等を結ぶパイプ役として，健康づくり活動をする。市長
が委嘱し、任期は2年。 
 
この計画では、中学校区程度の電車やバスを使わずに、歩いて
いける範囲をさす。 
 
｢民生委員｣｢児童委員｣は、それぞれ民生委員法、児童福祉法に
よって設置された、地域住民を支援するボランティア。全ての
民生委員は児童委員を兼任している。地域の相談者として、「相
談したい」と要望のあった、高齢者や障がいのある人、子ども
のいる世帯などを訪問し、その人がいつまでも自分が住んでい
るまちで安心して暮らしていけるように、相談に応じ、制度や
サービスの情報提供、行政や関係機関との連絡調整などの支援
を行っている。緑区内では、現在205人の民生委員・児童委員(主
任児童委員を含む）が、身近な相談相手として活躍している。 
 
高齢者同士のふれあいを大切に、話し相手になったり、家事の
手伝い、日常生活での困りごとの援助や外出の手伝いなど、高
齢者同士の助け合いを目的に友愛活動をおこない、高齢者福祉
の向上を図っている。昭和56年に老人福祉推進員制度として発足。
平成8年から友愛活動推進員制度に名称変更された。市長が委嘱
し、任期は2年。　　　 
 
知的障がい児・肢体不自由児・病弱児・虚弱児などに対し普通
学校に準じた教育を行い、また、障がいによる困難を克服する
ために必要な知識・技能などを養うことを目的とする学校。 
 
障がい児・者の地域生活（特に、放課後・学校休業日の生活）
の安定とその余暇活動の充実、家族の精神的・肉体的負担の軽
減を目的とした活動。 
 
高齢者が自ら集い、スポーツやレクリエーション、文化活動、
地域の美化活動やボランティア活動など幅広い活動のなかで仲
間づくり、生きがいづくりをしている自主組織。 
昭和38年に制定された老人福祉法や平成6年の新ゴールドプラン
(高齢者保健福祉推進10か年戦略の見直し)等に高齢者の社会参
加・生きがい対策の推進組織として位置づけがされている。 

ハンディキャブ 
 
福祉保健活動団体 
 
 
 
 
 
 
フリースペース 
 
保健活動推進員 
 
 
 
身近な地域 
 
 
民生委員・児童委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
友愛活動推進員 
 
 
 
 
 
 
養護学校 
 
 
 
余暇支援 
 
 
 
老人クラブ 

ハ行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラ行 

「障がい者」の表記について 
　本計画の策定にあたって「障がい者」のように「人」に関連して使用する場合の表現は、できるだけ「障がい者」という表記を用い
ています。その理由は次のとおりです。  
1　「障害者」という表記は1949年の「身体障害者福祉法」の制定を機に一般的に使われるようになったものですが、その前から使わ
れていた「障碍（しょうがい）」の「碍」が当用漢字の制限を受けて使用できないため、同じ音読みの「害」があてられたものです。 

　　　しかし、「碍」の本字は「石へん」に「疑う」で、大きな岩を前に人が思案し、悩んでいる様子を示したもので「害」をあてた
のは「誤用」という見解もあります。 

2　当事者や関係者からは、さまざまな意見がありますが、策定委員会では、「一人でも差別感や不快な思いがあるなら」変更した方が
良いという結論に至り、心のバリアフリーに関する取り組みの一つとして、「障がい者」の表記を用いることにしました。 

3　ある新聞社の報道では、この表記は全国でこれまで30県市町以上に広がってきているとのことです。  
　ただし、法律用語、公文書、施設の名称、団体名等の固有名詞などはその限りではありません。 






